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雨
の
日

　
雨
が
降
る
と
室
内
遊
び
で
す
。
小
4
の
時
に

区
を
跨
い
で
引
っ
越
し
を
し
た
際
、
一
戸
建
て

に
な
っ
た
お
か
げ
で
2
階
に
自
分
の
部
屋
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
い
や
違
う
、
そ
れ
は
増
築
し

て
か
ら
な
の
で
、
姉
と
一
緒
の
部
屋
で
勉
強
机

並
べ
て
寝
る
時
は
二
段
ベ
ッ
ド
で
姉
が
上
、
と
い

う
形
で
し
た
。
で
す
が
普
段
は
当
然
、
勉
強
机

な
ど
に
は
向
か
い
ま
せ
ん
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
下
の

居
間
で
テ
レ
ビ
で
す
。

　
で
、な
ん
も
オ
モ
ロ
い
の
が
な
い
雨
の
日
。
居

間
に
は
長
方
形
の
絨
毯
が
敷
い
て
あ
り
ま
し
て
、

な
ん
や
複
雑
な
模
様
で
す
。
当
然
ペ
ル
シ
ャ
で
も

ベ
シ
ャ
メ
ル
で
も
な
い
。
そ
の
柄
の
四
隅
を
利
用

し
て
弟
と
ビ
ー
玉
転
が
し
ま
す
。
四
隅
の
小
さ

な
丸
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
に
順
番
に
入
れ
て
早
く
終

わ
っ
た
方
が
勝
ち
！  

み
た
い
な
。
ま
、5
歳
下

の
弟
と
な
ん
で
、
無
敗
記
録
を
更
新
し
っ
放
し

で
し
た
わ
ね
。
大
人
気
な
い
？  

コ
ッ
チ
も
子
供

や
も
ん
、
勝
ち
た
い
も
ん
！  

言
う
て
ね
。
で
、

弟
は
毎
回
泣
き
ま
す
。「
ズ
ル
い
〜
！
」て
。
何

が
ズ
ル
い
ね
ん
！  

ま
た
泣
き
ま
す
。
両
親
帰
っ

て
来
ま
す
〜
泣
き
止
ん
で
た
の
に
ま
た
泣
き
始

め
ま
す
〜
怒
ら
れ
ま
す
。
雨
の
日
は
よ
く
怒
ら

れ
ま
し
た
。
あ
、ベ
シ
ャ
メ
ル
と
い
う
の
は
ホ
ワ

イ
ト
ソ
ー
ス
の
こ
と
で
す
。
ド
リ
ャ
ア
!!

テクハン株式会社

もよりバス停は「二条駅前」

z075-823-0001　x京都
市中京区西ノ京北聖町
10番地の2　c9時～17
時　v土・日・祝

「サウンド版ハンケイ500m」
でブーブーパークのサウンド
ロゴ好評放送中！
毎月第４土曜に、寄付先事業
の紹介コーナーもスタート！

幸せを運ぶ“こぶた”プロジェクト
設立40周年にちなみ、40の多様な団体に寄付いたします

性的少数者を含むすべての人が安心して暮らせる社会を目指して活動しています。身近にもLGBTQの
人がいることを知ってもらい「カミングアウトしたいと思ったときに、安心して自分のことを話せる世の
中」を目標に、性の多様性について理解を深めてもらうための出前授業や展示会などを開催しています。

特定非営利活動法人カラフルブランケッツ
「性的少数者を含めたすべての人々が安心して暮らせる社会を！」 Webサイトは

こちら

寄付先様
ご紹介

京都市と京都府で共同設置・運営しており、動物愛護の普及啓発などに取り組んでいます。愛称は
「動物愛ランド・京都」。保護・収容した犬や猫の適切な管理・返還のほか、譲渡事業の推進、負傷動
物の保護、夜間の救急診療（獣医師会との連携）などに取り組んでいます。

京都動物愛護センター
「犬や猫の保護や動物の適正飼養など動物愛護を普及啓発！」 Webサイトは

こちら

寄付先様
ご紹介

「サウンド版ハンケイ500m」でBoo Boo PARKのサウンドロゴ好評放送中!  本誌やラジオで寄付先様の事業をご紹介します。

Boo Boo PARKの
テクハン株式会社
設立40周年記念事業

「ぶた」は幸せを運んでくれる
動物として、世界中で親しまれ、

健康、金運アップの象徴ともされてい
ます。京都市内を中心に約700ヶ所の
駐車場を展開している当社の「Boo 
Boo PARK」も、そんな「ぶた」のように、
地域に幸せを運び、地域経済にも貢
献する存在になりたいです。今年、設
立40周年を迎えるにあたり、ご愛顧く
ださった地域の皆様に恩返しをして
いくプロジェクトを実施します。 



　
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
出
町
店
で
一
人
で
過

ご
す
時
間
が
好
き
だ
っ
た
。

　
同
志
社
大
学
の
学
生
の
時
の
こ
と
だ
。

音
楽
や
映
画
、
文
学
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
至
る
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
ど
っ

ぷ
り
か
ぶ
れ
て
い
た
。
イ
ー
グ
ル
ス
や
ビ

リ
ー
・
ジ
ョ
エ
ル
の
音
楽
に
憧
れ
、
映

画
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」
に
興
奮
し
た
。

カ
ー
ト
・ヴ
ォ
ネ
ガ
ッ
ト
・
ジ
ュ
ニ
ア
の

小
説
の
軽
妙
な
皮
肉
に
ほ
く
そ
え
み
、

外
出
す
る
時
は
リ
ー
バ
イ
ス
の
ジ
ー
ン

ズ
で
キ
メ
た
。
今
の
ボ
ク
を
作
り
上
げ

た
大
事
な
要
素
で
も
あ
る
。
出
町
店
は
、

そ
ん
な
理
想
を
現
実
に
演
出
し
て
い
る

空
間
だ
っ
た
。
木
製
の
テ
ー
ブ
ル
、
い
す
、

ロ
グ
ハ
ウ
ス
調
の
内
装
。
陽
光
が
注
ぎ
、

自
由
あ
ふ
れ
る
彼
の
地
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
店
内
は
、
一
人
で
空
想
に
ふ
け
る

の
に
絶
好
の
場
所
だ
っ
た
。

　
　
そ
ん
な
頃
、
出
町
店
で
決

ま
っ
て
注
文
し
た
の
は
海
の

幸
が
満
載
の
パ
ス
タ
「
海

ぼ
う
ず
ス
ペ
シ
ャ
ル
！
」

だ
っ
た
。
た
し
か
手
書

き
で
記
さ
れ
て
い
た

メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
、

価
格
は
他
の
料
理

よ
り
若
干
高
か
っ

た
。
学
生
に
は
贅

沢
な
一
品
だ
っ
た
が
、

若
さ
ゆ
え
、
お
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
た
か
っ

た
。
そ
し
て
何
よ
り
、

常
に
満
た
さ
れ
な
い
も

の
を
抱
え
て
い
た
青
春

野
郎
の
気
持
ち
を
潤
し
、

励
ま
し
て
く
れ
た
。
海

上
で
航
行
中
の
船
舶
に

悪
さ
を
す
る
と
い
う「
妖

怪
」
の
名
前
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
の
も
ユ
ー
モ

ラ
ス
で
気
に
入
っ
て
い
た
。

　
十
年
以
上
ぶ
り
に
な

る
だ
ろ
う
か
、
今
回
の

執
筆
の
た
め
に
出
町
店

を
訪
ね
、「
海
ぼ
う
ず
」

を
オ
ー
ダ
ー
し
た
。え
び
、

い
か
、
あ
さ
り
が
麺
に

か
ら
ま
り
、
ツ
ナ
と
た

ら
こ
が
お
皿
の
縁
に

ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
あ
る
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
か

ら
し
て
、
か
つ
て
味
わ
っ
た
幸
福
感
が

甦
っ
て
き
た
。
口
に
運
ぶ
と
、
し
っ
と

り
と
し
た
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
の
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
具
材
が
控
え
め
に
自
分
の
存

在
を
主
張
し
て
い
る
。
ふ
と
頭
に
浮
か

ん
だ
。一つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
メ
ン
バ
ー

が
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
、
こ
れ
は
チ
ー
ム
プ

レ
ー
の
精
神
だ
な
、
と
。
若
い
時
よ
り

食
は
細
く
な
っ
た
も
の
の
、
還
暦
を
迎

え
て
「
さ
あ
、
も
う
ひ
と
頑
張
り
だ
」

と
思
い
新
た
に
し
て
い
る
男
の
気
持
ち

を
も
以
前
と
変
わ
り
な
く
潤
わ
せ
て
く

れ
た
。

　
編
集
長
か
ら
今
回
、
学
生
時
代
の
セ

カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
で
の
デ
ー
ト
の
思
い
出
を
、

と
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
た
。
し
か
し
、

先
述
の
通
り
、
ほ
と
ん
ど
一
人
で
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
の
で
、
記
憶
が
な
い
。

た
だ
妻
と
は
結
婚
前
、「
学
生
時
代
の

思
い
出
の
店
」
と
し
て
出
町
店
に
一
緒

に
行
っ
た
。「
ボ
ク
を
形
作
っ
た
場
所
」

な
ど
と
言
っ
て
連
れ
て
行
っ
た
そ
う
だ
。

そ
の
時
食
べ
た
の
も
「
海
ぼ
う
ず
」
だ
っ

た
こ
と
は
き
ち
ん
と
覚
え
て
い
る
。

京都で青春を過ごした世代にとって
忘れられない場所と味があります。
友や恋人と食べながら語り合った

まるでもう一つの自分の家。
SECOND HOUSEを愛してやまない面々に

思い出を振り返ってもらいます。

SECOND HOUSE 店舗一覧

思い出の一皿
SECOND HOUSE

出町店

もよりバス停は「河原町今出川」

z075-241-4051  x京都市上京区河原
町今出川下ル梶井町448 清和ビル1F  
c11時～22時（L.O. フード・喫茶とも
21時半）  v無（年末年始は変更あり）

草津店

もよりバス停は「丸尾」（近江近鉄バス）

z077-565-0339  x滋賀県草
津市追分南6-21-10  c10時
～22時（L.O.21時目安）  v
火（GW等連休時は変更あり）

北山店

もよりバス停は「北山駅前」

z075-701-2223  x京都市北区上賀
茂岩ヶ垣内町96 エヌプラドビル2F奥  
c11時～22時（L.O. フード・喫茶とも
21時半）  v無（年末年始は営業あり）

イオンモール京都五条店

もよりバス停は「中ノ橋五条」

z075-323-1911  x京都市右京区西院追
分町25-1 イオンモール京都五条1F  c10
時～22時（L.O. フード21時、喫茶21時半）  
vイオンモール京都五条に準じます。

東洞院店

もよりバス停は「四条高倉」

z075-241-2323（2F）  x京都市中京区
東洞院通六角下ル御射山町283  2F  
c11時～22時（L.O. フード・喫茶とも
21時半）  v無（年末年始は変更あり）

京都市で生まれ育つ。元
毎日新聞京都支局長。
主宰するロックバンド「ア
ガサタバタ」の「恒例年1
回だけライブ＠拾得」は8
月17日開催。

今西拓人

セカンドハウス
ハンケイ500m

たっぷりの果肉が入ったマンゴー氷。ふわふわの極上な舌触りが美
味しさをさらに引き立てます。

株式会社
ユニオン・エー所属
ミュージシャン

今西拓人
学生には少しリッチだが気持ち潤すパスタ。海の幸が満載の海ぼうずスペシャル！

-episode 11-

か

あの頃なかった
もう一品！

今号の表紙�  ［絵］ 森  華

Lemonade Flash
坂をのぼって草いきれ　土瀝青も
ゆだってる　ここらで一服してお
行き　小さな階段いざなうよ　檸
檬水ぐびぐびと　光る瞼にふと想
う　元気にしてるだろうか　みん
な　ゆだってないかな　一服でき
てるかな

2025
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いわゆる「京都人」と呼ばれる人 は々、かなりのこだわり
屋です。行列やブランドにまどわされない審美眼で、いつ
も自分の「お気に入り」を発見しています。そんなみなさ
んに満足と納得をしてもらえるフリーマガジンを目指した
い。私たち編集部は、京都の土壌における「職人」とい
うキーワードに着目し、あるバス停から半径500mの円
内をくまなく歩きます。そして、独自の哲学、ポリシーを持

った「職人」気質の方 を々発見し、取材して巻頭で特
集しています。このコンセプトのもと、特集以降の全ペー
ジも、編集部が興味をもち、確かめて、感動や衝撃を受
けたことだけを掲載しています。『ハンケイ500m』には、
私たちがお知らせしたい、オリジナルな情報が詰まって
います。他のどこにもないフリーマガジンを存分に楽しん
でください。

表
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ピ
ー
プ
ル
ズ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

C
o
l
o
r
s
…
…
…
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
京
都

01 

キ
ム
兄
の
京
都
人
あ
る
あ
る
…
…
…
B
o
o  

B
o
o  

P
A
R
K

02 

思
い
出
の
一
皿
…
…
…
S
E
C
O
N
D 

H
O
U
S
E

04 

京
都
ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
散
歩
…
…
…
京
都 

東
急
ホ
テ
ル

特
集　

千
本
鞍
馬
口
か
ら
半
径
5
0
0
m
を
歩
い
て
ま
わ
る
。

06 

麺
屋 

練
之
助

08 

焼
き
菓
子
と
喫
茶 

こ
む
ぎ
と

10 

パ
ー
ラ
ー
喫
茶
結
社

12 

M
I
O 

Y
A
M
A
T
O 

S
T
U
D
I
O

14 Studio Enju/Gallery & Craftshop PolarSta

16 

バ
ス
停
コ
ラ
ム 

千
本
鞍
馬
口
…
…
…
第
二
紫
雲
荘
１
階
に
あ
る
喫
茶
店

17 

翼
く
ん
の
１
日
券
の
ス
ス
メ

18 

西
陣
に
あ
る
、学
生
に
う
れ
し
い
マン
シ
ョ
ン
探
訪
…
…
…
フ
ラ
ッ
ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

19 

夏
を
乗
り
切
る
お
伴
は
白
竹
堂
の
扇
子
で

20 

知
っ
て
お
き
た
い
着
物
の
あ
れ
こ
れ
…
…
…
京
都
w
a
b
i
t
a
s

22 

西
本
願
寺
の
納
涼
盆
踊
り
が
お
も
し
ろ
い
！ 

24 

あ
ら
れ
と
マ
ッ
チ
す
る
夏
ド
リ
ン
ク
…
…
…
京
の
あ
ら
れ
処　

橘
屋

26 

彩さ
い

里と 

三
輪
く
ん
の
よ
き
京
都
を
探
る
旅

28 

祇
園
祭
を
支
え
る
人
々
の
想
い

32 

私
の
こ
だ
わ
り
の一
品
…
…
…
ご
は
ん
処 

矢
尾
定
・

オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム 

M
i
l
k 

& 

M
i
l
k 

T
e
a
・
く
ら
ま
辻
井
・い
し
か
わ
竹
乃
店

34 

あ
な
た
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
京
都
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
が
応
援

36 

京
都
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
に
夢
中
！
…
…
…
京
都
麦
酒
博
覧
会

38 

T
O
W
A
の
実
力
派
大
学
★
レ
ポ
ー
ト

40 

踏
み
出
せ
！ 「
ガ
ク
モ
ン
」の
未
来 

大
学
ラ
ボ
最
前
線
…
…
…
同
志
社
大
学

41 

ハ
ン
ケ
イ
五
百
米
ど
こ
ろ
で
は
な
い
ハナ
シ 

山
本
精
一
E
S
S
A
Y
…
…
…
宮
脇
賣
扇
庵

42 

ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
の
世
界
か
ら
語
る
現
代
ア
ー
ト
…
…
…
K
B
S
京
都

43 

京
都
シ
ネ
マ・ア
ッ
プ
リ
ン
ク
京
都・ア
ト
ツ
ギ
ワ
ー
ル
ド・今
日
の
京
フィ
ル
便
り

44 

学
生
文
化
応
援
団
レ
ポ
ー
ト
！
…
…
…
株
式
会
社
イ
シ
ダ
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ト
ロ
ピ
カ
ル・カ
ー
ニ
バ
ル
！ 

ワ
ン
ハー
ツ・ス
チ
ー
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
…
…
…
京
都
市
北
文
化
会
館

表
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き
ょ
う
の
、あ
た
ら
し
さ
を
、越
え
て
ゆ
く
。…
…
…
日
新
電
機



京
都
ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
散
歩

『
ハン
ケ
イ
5
0
0
m
』編
集
部
お
す
す
め

夏
の
盛
り
。大
切
な
人
と
、大
事
な
家
族
と
、特
別
な
時
間
を
過
ご
し
た
い
。

気
持
ち
弾
め
ば
、き
っ
と
暑
さ
も
吹
き
と
ぶ
は
ず
。

『
ハン
ケ
イ
5
0
0
m
』編
集
部
お
す
す
め
の
ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

夏の飲茶オーダーバイキングランチ

【開催日】2025年8月9日（土）～11日（月・祝）、15日（金）、17日（日）
【価格】お一人様 6,000円（税・サービス料込）
【時間】2部制（各90分）1部：11:00～／2部：13:00～

京都駅から車で５分、西本願寺に隣接する「京都東急

ホテル」。地下１階の中国料理 星ヶ岡では、多彩な点心

を心ゆくまで味わえる「夏の飲茶オーダーバイキングラ

ンチ」を８月の５日間限定で楽しめる。小籠包、ふかひれ

餃子、揚げ胡麻団子、牛肉とトマトのミートパイなど、豊

富なバリエーションを誇る全22種類を用意。何品でも何

回でもオーダーすることができ、いずれも蒸したてで提供

されるのが嬉しい。さらに、海老のチリソース炒めか牛肉

のオイスターソース炒めが選べるメイン料理のほかに、

前菜３種、冷製コーンスープ、おすすめ点心２種がつき、

心も満たされる。漆喰の白壁、モノトーンの色調でまとめ

られた落ち着いた空間で、豊かな気持ちに浸りたい。

もよりバス停は「堀川五条」

z075-341-2633（10～18時対応）　x京
都市下京区堀川通五条下ル柿本町580  
京都東急ホテルB1F　c11時半～14時
半（L.O. 14時）、17時～21時 （L.O. 20時
半）※コースはL.O. 20時  v無

中国料理 星ヶ岡     

WEBサイトは
こちら

京都 東急ホテル
全22種の飲茶オーダーバイキングで

多彩な点心を心ゆくまで

建勲神社建勲神社

船岡温泉船岡温泉

徳寿院徳寿院
真教寺真教寺

スーパースーパー

瑞雲院瑞雲院

引接寺
（千本ゑんま堂）
引接寺
（千本ゑんま堂）

本隆寺本隆寺

織成舘織成舘

天鵞絨美術館天鵞絨美術館

岩上神社岩上神社

大徳寺大徳寺

船岡山公園船岡山公園

デイリーカナート
イズミヤ

デイリーカナート
イズミヤ

京都ライトハウス京都ライトハウス
京都市人権資料展示施設

ツラッティ千本
京都市人権資料展示施設

ツラッティ千本

北野天満宮北野天満宮

史跡  
御土居
史跡  
御土居

平野神社平野神社

公園公園

公園公園

金閣寺金閣寺

公園公園

公園公園

公園公園

花山天皇 
紙屋川上陵
花山天皇 
紙屋川上陵

敷地神社
（わら天神宮）
敷地神社

（わら天神宮）

船岡稲荷大神船岡稲荷大神

称念寺
（猫寺）
称念寺
（猫寺）

石像寺 
（釘抜地蔵）
石像寺 

（釘抜地蔵）

大報恩寺
（千本釈迦堂）
大報恩寺

（千本釈迦堂）

野外ステージ野外ステージ

船岡山城跡船岡山城跡
上品蓮台寺上品蓮台寺

サイレン塔サイレン塔

たまやたまや

はしもと珈琲はしもと珈琲

世界文庫世界文庫

五辻の昆布五辻の昆布

一麦七菜一麦七菜

千
本
通

千
本
通

浄
福
寺
通

浄
福
寺
通

浄
福
寺
通

浄
福
寺
通

寺之内通寺之内通

御
前
通

御
前
通

平
野
通

平
野
通

鏡
石
通

鏡
石
通

西
大
路
通

西
大
路
通

五辻通五辻通上七軒通
上七軒通

上立売通上立売通

廬山寺通廬山寺通廬山寺通廬山寺通

船
岡
東
通

船
岡
東
通

建勲通建勲通

鞍馬口
通

鞍馬口
通

船
岡
北
通

船
岡
北
通

船
岡
西
通

船
岡
西
通
船岡南通
船岡南通

天
神
川

市バス
四条京阪前
から乗車約
33～37分
京阪本線
祇園四条駅

市バス
烏丸今出川

（地下鉄 今出川駅）
から乗車約13分
地下鉄烏丸線
今出川駅

206

6

46

59

59

市バス
四条烏丸

（地下鉄 四条駅）
から乗車約24分

阪急京都線
烏丸駅

地下鉄烏丸線
四条駅

市バス
二条駅前

から乗車約13分
JR 嵯峨野線
二条駅

地下鉄東西線
二条駅

市バス
三条京阪前
から乗車約31分

京阪本線
三条駅

地下鉄東西線
三条京阪駅

市バス
京都駅前

から乗車約33分
地下鉄烏丸線・
JR・近鉄京都線
京都駅

千本鞍馬口

206

市バス
四条大宮

から乗車約18分
阪急京都線
大宮駅

嵐電嵐山本線
四条大宮駅

市バス
北大路バス
ターミナル

（地下鉄 北大路駅）
から乗車約10分
地下鉄烏丸線
北大路駅

千本鞍馬口

ライトハウス前

衣笠校前

わら天神前

金閣寺道

千本上立売

乾隆校前

船岡山

建勲神社前
千本北大路

Studio Enju/PolarSta
P 14

麺屋 練之助
P06

パーラー喫茶結社
P 10

こむぎと
P08

第二紫雲荘1階にある喫茶店
P 16

大和美緒 アトリエ P 12 ※ 一般公開していないため、場所は掲載していません。
―上段／主要なバス停からの乗車時間　下段／鉄道の最寄駅　 ―市バスの系統番号　

S e n b o n  K u r a m a g u c h i

千本鞍馬口

千本通と交差する鞍馬口通は、くの字に伸びたおもしろい道。
民家が並ぶ坂道には、外に階段がついた京町家などユニークな建築も見られる。

北西に歩くと金閣寺にたどり着くとあって、観光客もちらほら。
暮らしに根ざした商店街が、ゆっくりとした時間を紡ぎ、
“やりたいこと”があふれている人たちと、出会った。
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1／住宅地に溶け込む一軒家。２／「お客さんには
食べたいものを食べてほしい。別にラーメンを食べ
ない人がいてもOK」と帯刀さん。「らぁ麺」1,300
円以外に、だしとかえしの旨みを効かせた「九条
葱の出汁おむれつ」800円といった一品も揃える。 
３／ラーメン屋というよりも料理屋の雰囲気。店内
で自家製麺を打つ。オープンキッチンの炭床では、
チャーシューを炙る。

京
都
人
で
も
迷
っ
て
し
ま
う
こ
と
請
け
合
い
。

入
り
組
ん
だ
路
地
の
一
角
に
、
２
年
前
に
誕
生

し
た
ラ
ー
メ
ン
店
。
洗
練
さ
れ
た
店
内
に
は
、

外
国
人
客
の
姿
も
見
え
る
。
ほ
ど
な
く
し
て
運

ば
れ
て
き
た
ラ
ー
メ
ン
。
立
ち
上
る
香
り
に
誘

わ
れ
る
よ
う
に
ス
ー
プ
を
口
に
含
ん
で
み
る
と
、

ラ
ー
メ
ン
と
い
う
よ
り
も
う
ど
ん
に
近
い
。
初

体
験
の
味
わ
い
に
驚
き
つ
つ
も
箸
の
勢
い
は
止

ま
ら
ず
、
琥
珀
色
の
ス
ー
プ
で
満
た
さ
れ
て
い

た
鉢
は
あ
っ
と
い
う
間
に
空
に
な
っ
た
。

東
京
か
ら
京
都
へ
。
意
図
せ
ず 

歩
む
こ
と
に
な
っ
た
ラ
ー
メ
ン
道
。

店
主
、
帯お
び

刀な
た

練れ
ん

之の

助す
け

さ
ん
の
名
を
冠か
ん

し
た

「
麺
屋 

練
之
助
」。
東
京
出
身
の
帯
刀
さ
ん
は

現
在
29
歳
。
京
都
に
や
っ
て
き
た
の
は
７
年
前
、

22
歳
の
と
き
だ
。
京
都
の
あ
る
人
気
ラ
ー
メ
ン

店
で
働
く
友
人
の
誘
い
に
、「
お
も
し
ろ
そ
う
」

と
迷
う
こ
と
な
く
首
を
縦
に
ふ
っ
た
。
１
ヶ
月

後
に
京
都
に
移
住
、
そ
し
て
入
社
の
２
週
間
後

に
は
ま
さ
か
の
新
店
舗
の
調
理
担
当
に
。
そ
れ

ま
で
居
酒
屋
で
の
経
験
は
あ
っ
た
が
、
ラ
ー
メ

ン
の
調
理
は
初
め
て
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帯

刀
さ
ん
は
レ
シ
ピ
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。
　

「
食
材
の
ロ
ス
が
あ
る
の
が
気
に
な
っ
て
、

上
司
に
少
し
で
も
ロ
ス
を
な
く
し
た
い
と
進
言

し
た
ら
、『
自
分
が
思
っ
た
よ
う
に
や
っ
て
み

て
』
と
」。

自
分
で
言
っ
た
以
上
は
や
る
し
か
な
い
。
そ

こ
か
ら
は
独
学
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
少

し
ず
つ
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
。

帯
刀
さ
ん
は
自
身
の
性
格
を
こ
う
分
析
す
る
。

「
い
い
と
思
っ
た
こ
と
も
悪
い
と
思
っ
た
こ
と

も
、
全
部
、
口
に
出
す
タ
イ
プ
」。
思
い
返
せ

ば
高
校
の
部
活
に
お
い
て
も
、
相
手
が
先
輩
で

あ
れ
臆
せ
ず
意
見
す
る
人
間
だ
っ
た
。

「
で
も
口
に
出
す
限
り
は
、
自
分
自
身
が
真

面
目
で
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
」。

入
社
か
ら
１
年
、
今
度
は
本
店
の
店
長
に
抜

擢
さ
れ
た
帯
刀
さ
ん
。
そ
れ
か
ら
４
年
後
、
入

社
５
年
の
節
目
の
年
に
独
立
を
決
め
た
。

自
分
に
正
直
で
あ
る
こ
と
が
、 

お
客
さ
ん
の
喜
び
に
も
つ
な
が
る

自
分
の
店
を
開
く
に
あ
た
り
目
指
し
た
の
は
、

脂
っ
こ
い
料
理
が
苦
手
な
自
分
が
、
毎
日
食
べ

た
い
と
思
う
ラ
ー
メ
ン
だ
。
た
ど
り
つ
い
た
の

は
魚
介
だ
し
の
無
化
調
醤
油
ラ
ー
メ
ン
だ
っ
た
。

「
大
前
提
と
し
て
、
他
の
店
と
か
ぶ
り
た
く

な
い
」。
動
物
系
不
使
用
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

こ
そ
前
の
店
と
同
じ
だ
が
、
材
料
も
作
り
方
も

す
べ
て
刷
新
。
路
地
裏
の
住
宅
街
と
い
う
立
地

も
、
他
店
が
や
ら
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
帯

刀
さ
ん
に
は
魅
力
に
映
っ
た
。

帯
刀
さ
ん
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
好

評
だ
っ
た
麺
を
、
途
中
で
変
更
し
た
の
だ
。

「
お
客
さ
ん
か
ら
『
麺
が
お
い
し
い
』
と
言

わ
れ
た
の
が
悔
し
く
て
。『
麺
が
』
で
は
な
く
、

『
ラ
ー
メ
ン
が
』
で
な
い
と
意
味
が
な
い
」。

麺
と
ス
ー
プ
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
し
た
結
果
、

誕
生
し
た
の
が
、
初
め
て
挑
戦
し
た
京
都
産
小

麦
１
０
０
%
の
麺
だ
っ
た
。

「
お
客
さ
ん
に
評
価
さ
れ
て
も
、
自
分
が
納

得
し
て
な
い
と
嫌
な
ん
で
す
。
自
分
が
い
い
と

思
う
も
の
を
、
お
客
さ
ん
も
気
に
入
っ
て
く
れ

た
ら
そ
れ
が
正
解
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

自
分
に
正
直
で
あ
る
こ
と
が
も
た
ら
す
口
福

を
、
こ
の
一
杯
の
ラ
ー
メ
ン
は
教
え
て
く
れ
る
。

人とかぶるのが嫌。

うどん派にも響く、100%魚介だしのラーメン店。

「自分がいいと思うものを気に入ってもらえたら、
それが正解」

麺屋 練之助　店主　帯刀練之助
MENYA RENNOSUKE

Rennosuke
Obinata

麺屋 練之助
z090-5789-9499　x京都市北
区紫野下柏野町56-32　c11時
半〜14時半L.O.、17時半〜20時
L.O.　v木・不定休

特集バス停は「千本鞍馬口」  
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焼き菓子と喫茶 こむぎと
z075-600-9252　x京都市北
区紫野郷ノ土町41-15（ＰｏｌａrＳｔ
ａ内）　c11時〜18時　v水・木

特集バス停は「千本鞍馬口」  

１／陶芸家でもある冨金原さん（P14に登場）がフルリ
ノベーションした店内。窓辺のソファ席など、お好み
のコーナーで。２／お菓子に使用する平飼い卵と牛
乳は、ともに美山産を使用。レモンとフランボワーズ
のコンフィチュールをバタークリームに忍ばせた、クッ
キーサンド１個420円。３／焼き菓子以外に季節のケ
ーキのテイクアウトも。

京
町
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ギ
ャ
ラ
リ

ー
＆
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｐ
ｏ
ｌ
ａ
r
Ｓ

ｔ
ａ
」
内
。「
小
麦
と
共
に
」
を
意
味
す
る
屋

号
「
こ
む
ぎ
と
」
は
、
自
身
が
大
の
焼
き
菓
子

好
き
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
店
主
で
パ
テ

ィ
シ
エ
ー
ル
の
芝
原
三
友
紀
さ
ん
は
京
都
北
部
、

自
然
豊
か
な
美
山
町
で
生
ま
れ
た
。

高
校
は
地
元
の
高
校
の
林
業
科
に
進
学
。

「
机
に
向
か
う
勉
強
か
ら
逃
れ
る
た
め
だ
っ
た
」

と
笑
う
が
、
屋
外
で
体
を
動
か
す
こ
と
は
芝
原

さ
ん
の
性
に
合
っ
て
い
た
。
で
も
、
卒
業
間
際

に
な
っ
て
も
や
り
た
い
こ
と
は
定
ま
ら
な
か
っ

た
。
最
終
的
に
選
ん
だ
の
は
、
３
つ
上
の
姉
が

通
っ
て
い
た
、
製
菓
の
専
門
学
校
だ
っ
た
。

熱
量
の
高
い
現
場
で
感
化 

「
好
き
な
こ
と
」と
の
出
会
い

「
お
菓
子
作
り
は
家
で
も
し
て
い
た
し
、
興

味
が
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
姉
か
ら
教
材
が
も

ら
え
る
し
、
同
じ
専
門
学
校
に
し
よ
う
と
」。

入
学
し
た
ら
き
っ
と
、
お
菓
子
作
り
が
私
の

や
り
た
い
こ
と
に
な
る
は
ず
。
し
か
し
、
現
実

は
違
っ
た
。
一
人
暮
ら
し
の
生
活
費
を
稼
ぐ
た

め
、
家
の
近
所
に
あ
る
中
華
料
理
店
で
バ
イ
ト

を
し
な
が
ら
、
淡
々
と
学
生
生
活
を
過
ご
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
卒
業
。
就
職
先
は
、
京
都
を

代
表
す
る
洋
菓
子
店
に
決
ま
っ
た
。
ク
ッ
キ
ー

な
ど
を
焼
く
「
焼
き
場
」
に
配
属
。
忙
し
い
現

場
だ
っ
た
が
、
研
究
熱
心
な
同
僚
と
作
業
を
と

も
に
す
る
な
か
で
、
少
し
ず
つ
気
持
ち
が
変
化

し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

「
同
じ
部
署
の
先
輩
た
ち
が
本
当
に
お
菓
子

を
好
き
な
人
た
ち
ば
か
り
で
。
仕
事
が
終
わ
っ

た
後
も
自
主
的
に
勉
強
し
て
、
み
ん
な
で
意
見

風
の
カ
フ
ェ
、
フ
ラ
ン
ス
菓
子
の
パ
テ
ィ
ス
リ

ー
と
い
っ
た
店
を
渡
り
歩
く
こ
と
に
な
る
。

38
歳
の
と
き
、
縁
あ
っ
て
「
Ｐ
ｏ
ｌ
ａ
r
Ｓ

ｔ
ａ
」
の
冨
金
原
塊
さ
ん
と
知
り
合
い
、
京
町

家
を
改
装
し
た
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
一
角
で
、

自
分
の
店
を
も
つ
こ
と
に
。
開
店
か
ら
３
年
が

経
つ
。

「
よ
う
や
く
や
り
た
い
こ
と
が
見
え
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は
、
考
え
て
考
え
て
進

む
タ
イ
プ
。
だ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
な
ん
で
す
」。

食
べ
て
み
る
と
わ
か
る
が
、
芝
原
さ
ん
が

作
る
お
菓
子
は
、
素
朴
で
あ
り
な
が
ら
も
、
豊

か
で
味
わ
い
深
い
。
彼
女
が
つ
く
る
お
菓
子
は
、

彼
女
の
人
生
そ
の
も
の
だ
。
一
歩
一
歩
、
踏
み
し

め
な
が
ら
、
人
よ
り
も
少
し
ペ
ー
ス
が
ゆ
っ
く
り

な
彼
女
だ
か
ら
こ
そ
、
た
ど
り
着
い
た
人
生
の
縮

図
。
そ
れ
が
「
こ
む
ぎ
と
」
の
お
菓
子
な
の
だ
。

を
言
い
合
う
よ
う
な
環
境
で
し
た
」。

今
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
感
情
。「
自

分
は
追
求
す
る
こ
と
が
、
好
き
な
ん
だ
」。
ス

ロ
ー
ス
タ
ー
タ
ー
の
芝
原
さ
ん
、
そ
の
情
熱
に

火
が
つ
い
た
瞬
間
だ
っ
た
。

い
く
つ
も
の
店
を
渡
り
歩
く 

お
菓
子
は
自
分
の
人
生
そ
の
も
の

火
が
つ
い
て
か
ら
は
、
公
私
と
も
に
お
菓
子

に
捧
げ
る
生
活
が
始
ま
っ
た
。

焼
き
場
以
外
の
経
験
も
積
む
た
め
、
24
歳
で

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
転
職
。
コ
ー

ス
の
最
後
を
締
め
く
く
る
、
き
ら
び
や
か
な
デ

セ
ー
ル
を
つ
く
っ
た
が
、
茶
色
い
焼
き
菓
子
の

ほ
う
が
自
分
に
は
し
っ
く
り
く
る
と
気
づ
い
た
。

20
代
か
ら
30
代
に
か
け
て
い
ろ
ん
な
ス
タ
イ
ル

を
学
ぶ
た
め
に
、
タ
ル
ト
専
門
店
、
ア
メ
リ
カ

追求することが、好き。

KOMUGITO

M
iy
u
ki

S
h
i
ba
h
ara

素朴で繊細なスイーツが楽しめる町家カフェ。

「考えて考えて進むタイプ。
だから、ゆっくりなんです」

焼き菓子と喫茶 こむぎと　店主　芝原三友紀
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1／コーヒー500円、カスタードプリン600円。プリンのレシピ
は「お菓子作りが得意な母の友人」が伝授してくれた。ハーブ
ティーやフルーツティー、野草茶なども用意する。手作りのハ
ヤシライスもおすすめ。２／席数はわずか６席。お客さんとの
距離は必然的に近くなる。「最近、市場がアツいんです」とい
うカセットテープをBGMに。３／以前ここにあった「biotope 
tiny coffee shop」から物件を引き継いだ。「壬生モクレン」

（閉業）での間借り営業を経て、ここをオープン。

PARLOR KISSA KESShA

Syuhei Teranishi

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
併
設
す
る
施
設
の
１
階
。

小
さ
な
喫
茶
店
の
主
は
、
東
京
出
身
の
テ
ラ

ニ
シ
・
シ
ュ
ウ
ヘ
イ
さ
ん
。
東
京
出
身
の
彼
が
、

４
年
前
に
京
都
で
喫
茶
店
を
開
く
に
至
っ
た
理

由
に
は
、長
年
抱
え
続
け
た
あ
る
思
い
が
あ
っ
た
。

し
ん
ど
か
っ
た
学
生
時
代
と 

新
卒
で
入
っ
た
喫
茶
業
界

中
高
一
貫
の
進
学
校
に
通
っ
て
い
た
テ
ラ
ニ

シ
さ
ん
は
、
学
校
が
苦
手
だ
っ
た
。
友
人
も
い

た
が
、
「
学
校
に
な
じ
め
て
い
な
い
」
と
感
じ
、

「
こ
ん
な
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
喫
茶
店

が
あ
れ
ば
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
た
。
小
説
や
ド
ラ

マ
に
出
て
く
る
「
事
情
を
抱
え
た
客
に
そ
っ
と
寄

り
添
う
マ
ス
タ
ー
の
店
」。
そ
ん
な
店
を
、
い
つ

か
自
分
で
や
る
こ
と
を
夢
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
学
卒
業
後
、
ま
ず
は
順
当
に
就
職
を
し
た

テ
ラ
ニ
シ
さ
ん
。
鉄
道
駅
に
直
結
す
る
商
業
施

設
内
で
、
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
会
社
に
入
っ
た
。

面
接
で
「
将
来
は
、
定
年
退
職
を
し
た
後
、
喫
茶

店
を
や
り
た
い
」
と
夢
を
話
し
、
入
社
さ
せ
て
く

れ
た
会
社
だ
っ
た
。

誰
か
が
淹
れ
て
く
れ
る
一杯
を 

必
要
と
す
る
人
の
た
め
に

転
機
は
24
歳
。
知
人
か
ら
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
バ
リ
島
に
新
し
く
オ
ー
プ
ン
す
る
カ
フ
ェ

の
責
任
者
に
な
ら
な
い
か
」
と
声
を
掛
け
ら
れ

た
の
だ
。
転
職
し
、
単
身
海
を
渡
っ
た
。

初
め
て
の
土
地
で
カ
フ
ェ
を
立
ち
上
げ
る
仕

事
は
、
想
像
以
上
に
ハ
ー
ド
だ
っ
た
。
な
ん
と

か
経
営
も
軌
道
に
乗
っ
た
が
、
心
身
の
限
界
を

感
じ
て
27
歳
で
帰
国
、
東
京
に
戻
る
。
こ
れ
か

ら
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
こ
う
？
　
情
報
収
集

の
う
ち
に
心
惹
か
れ
た
の
が
、
京
都
で
週
末

に
開
か
れ
る
「
世
界
文
庫
ア
カ
デ
ミ
ー
」（
本

誌
35
号
で
取
材
）
だ
。
新
し
い
働
き
方
を
模
索
し
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
週
末
の
ス
ク
ー
ル
も
、

京
都
と
い
う
環
境
も
気
に
入
り
、
「
い
っ
そ
住

ん
で
し
ま
お
う
」
と
京
都
へ
移
住
を
決
め
た
。

と
き
は
コ
ロ
ナ
禍
。
そ
ん
な
京
都
で
居
心
地

の
い
い
店
を
見
つ
け
た
。
そ
の
名
は
「
壬
生
モ

ク
レ
ン
」（
本
誌
52
号
で
取
材
・
閉
業
）
だ
。
テ
ラ

ニ
シ
さ
ん
は
、
地
域
に
根
ざ
す
こ
の
カ
フ
ェ
に

親
し
み
、
定
休
日
に
間
借
り
し
て
店
を
開
い
た
。

他
に
も
仕
事
は
多
く
あ
っ
た
が
、
高
校
時
代
か

ら
の
願
い
が
い
つ
も
脳
裏
に
あ
り
、
そ
れ
を
実

現
し
た
い
と
い
う
思
い
が
ぬ
ぐ
え
な
か
っ
た
。

「『
喫
茶
店
を
や
ら
な
い
限
り
、
前
に
は
進
め

な
い
』
と
感
じ
た
ん
で
す
」。

か
く
し
て
テ
ラ
ニ
シ
さ
ん
は
、
２
年
前
に

「
喫
茶
結
社
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
ど
ん
な
言

葉
よ
り
も
、
だ
れ
か
が
淹
れ
て
く
れ
た
１
杯
が

必
要
な
と
き
に
、
暗
躍
す
る
喫
茶
店
」。
そ
ん

な
思
い
で
名
付
け
た
店
だ
。

「
友
達
に
は
話
せ
な
い
こ
と
を
、
聞
い
て
も

ら
い
に
行
く
店
。
誰
か
の
気
配
を
感
じ
た
く
て
、

扉
を
開
け
る
店
。
あ
の
頃
の
自
分
が
必
要
と
し

て
い
た
店
に
、
ち
ょ
っ
と
は
近
づ
け
た
か
な
」。

東
京
生
ま
れ
の
テ
ラ
ニ
シ
さ
ん
に
と
っ
て
、

京
都
は
心
地
い
い
。
数
多
く
の
喫
茶
店
が
ひ
し

め
く
が
、
け
っ
し
て
競
い
合
う
の
で
は
な
く
、

「
み
ん
な
で
盛
り
上
が
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う

空
気
を
感
じ
る
か
ら
だ
そ
う
。

高
校
時
代
「
自
分
を
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る

喫
茶
店
」
を
熱
望
し
た
青
年
は
、
今
日
も
誰
か

の
た
め
に
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
て
い
る
。
か
つ
て
、

自
分
が
そ
う
し
て
欲
し
か
っ
た
よ
う
に
。

まちの止まり木のような喫茶店。

「必要としてくれる人のために、暗躍する存在でいたい」

パーラー喫茶結社　主宰　テラニシ・シュウヘイ

あ
の
頃
の
自
分
が
必
要
と
し
た
店
に
近
づ
け
た

パーラー喫茶結社
x京都市上京区作庵町513　c7時
半〜10時、12時〜18時　v火・第3
土

特集バス停は「千本鞍馬口」
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MIO YA MATO STUDIO

特集バス停は「千本鞍馬口」  

1／アトリエは３階建ての個性的な建物。2階の天
井高は約4メートル。大和さんは最初にここを見た
とき「理想的なアトリエ」と感じたそう。オープンア
トリエなどのイベント時以外は基本的に非公開。２
／「Undermy skin」at THEO/seoul , South Korea  
2025年の２月に開催された、初の韓国での個展の様
子。真ん中に見えるのは、血液をモチーフにし、複雑な
世界に生きる私たちが共通して持つ生命の営みを描
く試み「under my skin」。ギャラリー空間を無限の宇
宙空間に見立て構成した。３／「BREATH 10」。 赤
い絵の具を呼吸の力でキャンバスに吹き付け、皮膜が
弾けた時に呼吸のかたちが描かれるという作品。「今
この瞬間、私たちは確かに生きているのだということを
捉えたい」。そんな大和さんの思いが込められている。

ド
ッ
ト
や
曲
線
の
反
復
に
よ
り
、
独
自
の
世

界
観
を
表
現
す
る
現
代
美
術
作
家
・
大
和
美
緒

さ
ん
。
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
の
画
商
や
コ

レ
ク
タ
ー
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
際
立
っ
た
作
風

は
、
も
が
き
苦
し
ん
だ
末
に
見
つ
け
た
も
の
だ
。

美
術
を
一生
の
仕
事
と
信
じ 

京
都
の
芸
術
大
学
へ

母
の
実
家
は
彦
根
で
蘭
農
家
を
営
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
は
、
蘭
が
並
ぶ
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
遊

び
場
だ
っ
た
。
父
の
転
勤
で
４
歳
か
ら
長
野
へ

引
っ
越
す
。
小
学
６
年
の
と
き
に
近
江
八
幡
市

に
戻
っ
て
き
た
が
、
友
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
難
し
く
感
じ
た
。

そ
ん
な
中
、
図
工
の
時
間
に
思
い
が
け
な
い

こ
と
が
起
き
る
。「
絵
の
上
手
な
転
校
生
が
い

る
」
と
聞
き
つ
け
た
他
の
ク
ラ
ス
の
子
た
ち

が
、
大
和
さ
ん
の
絵
を
見
に
や
っ
て
来
た
の
だ
。

「
絵
の
お
か
げ
で
社
会
に
溶
け
こ
め
た
」。
そ
う

感
じ
た
最
初
の
出
来
事
だ
っ
た
。

中
高
と
ず
っ
と
絵
を
描
き
続
け
た
大
和
さ
ん

に
は
芸
術
の
道
以
外
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

反
対
す
る
両
親
を
説
得
し
、
京
都
造
形
芸
術
大

学
（
現
・
京
都
芸
術
大
学
）
へ
。
そ
こ
で
名
和
晃

平
氏
の
作
品
に
感
銘
を
受
け
、
氏
が
立
ち
上
げ

た
ば
か
り
の
創
作
拠
点
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
」

を
手
伝
う
こ
と
に
。

「
心
が
動
く
こ
と
、
夢
中
に
な
れ
る
こ
と
を

必
死
で
探
す
時
間
で
し
た
」。
芸
術
家
の
卵
に

と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
経
験
だ
っ
た
。

蘭
の
温
室
で
見
つ
け
た 

自
分
だ
け
の
表
現

卒
展
に
向
け
て
「
自
分
の
作
品
」
と
向
き
合

う
こ
と
に
な
り
、
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
。「
カ
ン

バ
ス
に
絵
を
描
く
」
こ
と
が
、
ど
う
も
し
っ
く
り

こ
な
い
の
だ
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
、
学
校

の
ア
ト
リ
エ
の
壁
を
「
体
の
内
に
あ
る
言
葉
」
で

埋
め
尽
く
す
こ
と
。
入
口
に
近
い
壁
か
ら
シ
ャ
ー

ペ
ン
で
書
き
始
め
、
半
月
で
言
葉
が
尽
き
て
か
ら

は
、
同
じ
言
葉
を
繰
り
返
し
書
い
て
い
っ
た
。

３
か
月
後
に
完
成
し
た
作
品
に
手
ご
た
え
を

感
じ
、
大
学
院
へ
進
学
。
し
か
し
そ
こ
で
は
さ

ら
に
大
き
な
試
練
が
待
ち
受
け
て
い
た
。

ゼ
ミ
で
は
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
大
和
さ
ん
も
自
身
の
作
品
に
つ
い
て

「
な
ぜ
そ
の
言
葉
を
書
く
の
か
」
を
追
及
さ
れ

た
。
し
か
し
言
葉
は
自
分
の
内
か
ら
湧
き
出
た
も

の
。
他
人
に
話
し
た
く
は
な
い
。
悩
ん
だ
大
和
さ

ん
は
試
行
錯
誤
を
経
て
、
つ
い
に
「
言
葉
の
代
わ

り
に
ド
ッ
ト
」
を
用
い
た
作
品
を
生
み
出
す
。
そ

れ
が
初
期
の
代
表
作
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
Ｔ
」
だ
。

「
行
き
詰
っ
た
と
き
、
蘭
農
園
の
鉢
に
生
え

た
苔
を
見
て
思
っ
た
ん
で
す
。
小
さ
な
緑
の

粒
々
が
、
育
成
条
件
の
い
い
方
向
へ
手
を
伸
ば

す
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
。
生
き
よ
う
と
し
た

結
果
、
こ
の
形
に
な
っ
た
の
だ
と
」。
そ
の
様

子
に
着
想
を
得
、
軸
と
な
る
作
風
が
生
ま
れ
た
。

以
前
は
一
人
で
作
っ
て
い
た
が
、
今
は
ス
タ

ッ
フ
と
共
に
作
業
を
す
る
。
そ
の
理
由
は
「
一

人
だ
と
『
イ
メ
ー
ジ
す
る
作
品
』
は
で
き
て
も

『
イ
メ
ー
ジ
す
る
展
覧
会
』
は
完
成
し
な
い
か

ら
」。
大
和
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん
の
作
品
を
つ

く
り
、
多
く
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
展

覧
会
と
い
う
表
現
の
場
を
大
切
に
し
て
い
る
。

「
心
か
ら
い
い
と
思
う
こ
と
で
生
き
て
い
き

た
い
」。
そ
の
強
い
思
い
が
、
今
も
彼
女
を
衝

き
動
か
し
て
い
る
。

圧巻の作品を生み出すアトリエ。

「心からいいと思えることで生きていきたい」

MIO YAMATO STUDIO　代表　大和美緒
MIO YAMATO STUDIO

Mio Yamato

ド
ッ
ト
は
内
な
る

言
葉
の
代
わ
り
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Studio Enju/ Gallery & 
Craftshop PolarSta

空間も含めて作品。アトリエ併設のギャラリーショップ。

「自分の周りには『これでいい』はない。
『これがいい』しかないんです」

Fukinbara
Kai 

Studio Enju/Gallery & Craftshop PolarSta

陶芸家　冨金原塊

Studio Enju/Gallery & 
Craftshop PolarSta
z075-468-3276　x京都市北
区紫野郷ノ上町41-14　c11時
〜18時　v不定休

特集バス停は「千本鞍馬口」 

１・３・４／普段は非公開のアトリエ。床から天井まで、音楽好
きの冨金原さんの好きなものだけで構成された空間は圧巻！　
２／リアルさを追求するのではなく、冨金原さんの視点でデ
フォルメ。飾るだけで本棚が特別な空間に変身するアニマル
ブックエンド。

戦
前
に
建
っ
た
古
い
京
町
家
を
、
ひ
と
り
の

陶
芸
家
が
２
年
半
を
か
け
て
改
築
し
た
ア
ト
リ

エ
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
ど
ん

な
再
生
京
町
家
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
空
間
芸

術
を
前
に
、
俄
然
、
興
味
が
そ
そ
ら
れ
た
。
一
体

ど
ん
な
人
物
な
の
か
。

漆
芸
家
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ 

自
分
で
つ
か
ん
だ
陶
工
の
道

珍
し
い
名
前
か
ら
し
て
凡
庸
か
ら
は
遠
い
。

冨ふ

金き
ん

原ば
ら

塊か
い

さ
ん
は
京
都
の
山
科
育
ち
。
父
は
日

展
作
家
の
漆
芸
家
だ
。「
自
分
の
や
っ
て
い
る

漆
芸
は
一
代
で
い
い
。
お
前
は
違
う
も
の
を
探

せ
」
と
言
う
父
。
そ
の
頃
、
工
作
や
描
画
に
熱

中
し
て
い
た
冨
金
原
さ
ん
は
、
手
を
動
か
す
の

が
好
き
で
伏
見
工
業
高
校
（
元
・
京
都
工
学
院
高

等
学
校
）
に
進
学
し
た
。
金
属
工
芸
は
お
も
し

ろ
か
っ
た
け
れ
ど
、
い
わ
ゆ
る
〝
機
械
作
業
〟

は
し
っ
く
り
こ
な
い
。
成
績
は
学
年
上
位
で
、

教
師
に
は
大
学
進
学
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
そ
の

先
の
将
来
を
考
え
る
と
違
和
感
が
あ
っ
た
。

「
勤
め
た
く
な
い
。
ネ
ク
タ
イ
締
め
た
く
な

い
。
満
員
電
車
乗
り
た
く
な
い
。
会
社
勤
め
を

し
て
い
る
自
分
が
、
想
像
つ
か
な
か
っ
た
」。

振
り
返
る
と
漆
を
手
が
け
る
父
親
の
関
係
か

ら
、
日
常
的
に
作
家
も
の
の
食
器
を
使
っ
て
い

た
。
自
分
に
と
っ
て
、
器
は
感
動
を
与
え
て
く

れ
る
最
も
身
近
な
ク
ラ
フ
ト
だ
っ
た
。

18
歳
で
陶
芸
家
の
登
竜
門
、
職
業
訓
練
校
の

受
験
を
志
願
し
た
。
21
歳
で
信
楽
の
窯
元
に
弟

子
入
り
。
23
歳
で
永
源
寺
に
移
り
、
そ
こ
か
ら

は
６
年
間
、
ろ
く
ろ
師
と
し
て
朝
か
ら
晩
ま
で

ひ
た
む
き
に
陶
芸
に
向
き
合
っ
た
。

ど
ん
な
と
き
も
、
父
の
威
光
に
頼
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。「
生
涯
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト

で
あ
り
た
い
」。
今
も
昔
も
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

と
い
う
も
の
に
ま
る
で
興
味
が
な
い
。

葛
藤
の
先
に
生
ま
れ
た
、 

動
物
の
ブ
ッ
ク
エン
ド

独
立
は
30
歳
と
決
め
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
、
古
い
京
町
家
と
出
会
い
、
気
に
い
っ
て

改
築
す
る
こ
と
に
。
ま
ず
は
、
作
業
風
景
が
見

え
る
ア
ト
リ
エ
と
作
品
を
展
示
販
売
す
る
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
か
ら
始
め
た
。
22
年
前
の
当
時
は
先

駆
的
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
隣
の
棟
に
拡
張
を
繰

り
返
し
な
が
ら
理
想
の
空
間
づ
く
り
は
展
開
さ
れ
、

完
成
ど
こ
ろ
か
、
今
な
お
進
化
中
と
い
う
。

「
人
が
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、
し
た
い
」。

そ
の
心
意
気
は
本
業
の
陶
芸
も
同
じ
だ
。
転

機
は
コ
ロ
ナ
禍
。
冨
金
原
さ
ん
は
こ
こ
数
年
、

本
来
は
料
理
の
脇
役
で
あ
る
は
ず
の
器
が
ブ
ー

ム
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
じ
め
ず
、
陶
芸
家

と
し
て
葛
藤
を
感
じ
て
い
た
。
そ
し
て
読
書
が

好
き
な
自
分
と
向
き
合
う
な
か
で
動
物
を
題
材

に
し
た
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
を
思
い
つ
き
、
創
作
を

始
め
た
。
ヘ
ラ
ジ
カ
や
ク
ジ
ラ
な
ど
を
モ
チ
ー

フ
に
、
陶
製
の
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
を
多
数
発
表
し

て
き
た
。
作
品
を
通
じ
て
本
棚
を
楽
し
い
場
所

に
す
る
こ
と
が
目
下
の
夢
だ
。

取
材
終
り
、
空
間
に
圧
倒
さ
れ
る
編
集
部

に
「
自
分
の
周
り
に
『
こ
れ
で
い
い
』
は
な
い
。

『
こ
れ
が
い
い
』
し
か
な
い
ん
で
す
」
と
冨
金

原
さ
ん
。
50
歳
を
過
ぎ
て
「
い
つ
死
ん
で
も
い

い
ほ
ど
満
足
し
て
い
る
」
と
笑
え
る
の
は
、
妥

協
な
し
で
好
き
な
も
の
に
囲
ま
れ
て
い
る
か
ら
。

誰
も
真
似
で
き
な
い
境
地
へ
の
た
ど
り
つ
き
方

を
、
教
え
て
も
ら
っ
た
気
が
し
た
。

生涯、インディペンデント



「
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
が
一
番
」、

マ
ス
タ
ー
の
人
生
そ
の
ま
ま
に
。

「
題
名
の
な
い
音
楽
会
」
と
い
う
テ

レ
ビ
番
組
が
あ
る
。
あ
れ
は
、
名
前
が

な
い
の
で
は
な
く
、
「
題
名
の
な
い
」

と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
る
。
そ
う
で

は
な
い
。
こ
の
喫
茶
店
に
は
本
当
に
名

前
が
存
在
し
な
い
の
だ
。

紙
屋
川
に
架
か
る
小
さ
な
橋
の
脇
。

緑
色
に
塗
ら
れ
た
ド
ア
の
先
に
あ
る
カ

ウ
ン
タ
ー
。
白
髪
に
こ
な
れ
た
ジ
ー
ン

ズ
が
似
合
う
痩
身
の
マ
ス
タ
ー
が
、
川

勝
庄
八
郎
さ
ん
だ
。
お
品
書
き
は
コ
ー

ヒ
ー
４
０
０
円
の
み
。

店
の
前
に
は
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
（
古
代

エ
ジ
プ
ト
の
象
形
文
字
）
と
お
ぼ
し
き
看

板
が
。
読
め
な
い
だ
け
で
、
実
は
こ
れ

が
店
の
名
前
な
の
か
？
　「
な
ん
と
書

い
て
あ
る
か
は
知
ら
な
い
。
店
の
名
前

は
な
い
よ
。『
名
も
な
い
花
に
乾
杯
を
』

や
」
と
、
山
本
譲
二
さ
ん
の
名
曲
に
ち

な
ん
で
に
や
り
。

見
回
す
と
、
店
内
に
は
大
き
な
テ
レ

ビ
。
そ
し
て
い
く
つ
も
の
線
で
構
成
さ

れ
た
、
前
衛
的
な
抽
象
画
が
飾
ら
れ
て

い
る
。「
絵
を
描
く
の
は
好
き
。
衝
動

や
な
。
マ
ジ
ッ
ク
画
や
。
言
葉
も
マ
ジ

ッ
ク
」
と
遊
び
た
っ
ぷ
り
に
話
す
川
勝

さ
ん
は
１
９
４
４
年
生
ま
れ
の
81
歳
。

八
瀬
出
身
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
歌
謡
曲

が
好
き
だ
っ
た
。
修
学
院
中
学
校
、
京

都
西
高
校
（
現
・
京
都
外
大
西
高
等
学
校
）

を
経
て
、
「
つ
き
あ
っ
て
い
た
女
性
の

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

旦
那

3

3

に
教
え
て
も
ら
っ
て
」
大
阪
で
塗

装
の
仕
事
を
始
め
る
（
編
集
部
注
・
そ
れ

っ
て
不
倫
ち
ゃ
う
の
？
　
と
内
心
思
い
つ
つ
、

ツ
ッ
コ
め
ま
せ
ん
で
し
た
）。

30
歳
過
ぎ
て
、
ふ
る
さ
と
の
八
瀬
で

カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
を
始
め
た
。
藤
井
大
丸

に
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
た
り
、

女
性
を
雇
っ
て
白
川
通
で
ス
ナ
ッ
ク
を

し
た
り
。
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
今
は
こ

の
紙
屋
川
沿
い
へ
。
ま
る
で
自
宅
の
一

部
を
開
放
し
た
か
の
よ
う
な
喫
茶
店
だ
。

そ
ん
な
ス
タ
イ
ル
だ
か
ら
、
営
業
時
間

は
不
定
。
川
勝
さ
ん
が
い
る
と
き
は
開

店
、
い
な
い
と
き
は
閉
店
だ
。

「
人
と
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の

が
一
番
。
人
生
や
り
た
い
こ
と
を
す
れ

ば
い
い
。『
川
の
流
れ
の
よ
う
に
』
生

き
て
い
く
よ
」
と
、
美
空
ひ
ば
り
さ
ん

の
曲
名
を
織
り
交
ぜ
て
お
ど
け
る
川
勝

さ
ん
。
窓
の
外
で
は
紙
屋
川
が
さ
ら
さ

ら
と
流
れ
ゆ
く
。
こ
の
店
は
川
勝
さ
ん

そ
の
も
の
で
あ
り
、
人
生
は
流
れ
ゆ
く

水
み
た
い
な
も
の
、
な
の
か
も
？
　
な

ん
と
も
不
思
議
な
居
心
地
の
喫
茶
店
が
、

こ
こ
に
あ
る
。

露店が楽しい下御霊神社の御霊祭

その後は再び3番のバスに乗り「河原町丸太町」
で降ります。訪れたのは、河原町丸太町の交差点
から南西すぐの「下御霊神社」。取材した5月18日
は、年に一度の御霊祭（還幸祭）が開催されていまし
た。しかも今年は、御霊神社の御霊祭も同日に開
催されるめずらしい年。寺町通には露店がたくさん
出ており、多くの人で賑わっていました。

賑やかな御霊神社の御霊祭

「河原町丸太町」のバス停から、204番に乗り「烏
丸丸太町（地下鉄丸太町駅）」へ。地下鉄に乗りかえ、

「今出川駅」へと向かいます。下車して向かったの
は、もちろん、「御霊神社」です。

御霊神社の御霊祭は、私が幼い頃に祖父に連
れられて行った、思い出深いお祭り。今出川口・
小山郷・末廣会の3基の御神輿が、丸1日かけて、
京都の街を渡御します。担ぎ手の掛け声も大きく、
迫力満点。出町柳の枡形商店街を御神輿が通るタ
イミングが見どころです。また、「御霊の森」と呼
ばれる緑豊かな境内は、暑くなるこれからの季節、
涼みながらのお参りにぴったりの場所です。

 朝風呂からラーメン、お祭りへと、1日乗車券を
使って充実した休日を過ごすことができました。み
なさんも、熱中症に気をつけながら、バスや地下
鉄での散策を楽しんでください！

朝風呂で気持ちのいい休日をスタート

今回のバス停は「千本鞍馬口」。市内を巡回する
206番、玄琢や鷹峯など北部に伸びる6番、東山へ
と通じる46番、山越など西部へとつながる59番と、
東西南北への移動に便利な路線が集まる、アクセ
ス抜群のバス停です。

まずは「千本鞍馬口」のバス停から歩いてすぐの
船岡温泉へ。文化庁の登録有形文化財にも指定さ
れた、風格のある建物が特徴的です。日曜日は朝
8時から営業。朝風呂に入って休日を気持ちよくス
タートするのもおすすめです。

隠れラーメン激戦区の上終町へ

続いて、「千本鞍馬口」のバス停から59番に乗っ
て「河原町今出川」へ。3番（上終町・瓜生山学園 京

都芸術大学前行き）に乗り換えて「上終町・瓜生山学
園 京都芸術大学前」で下車。

ラーメンといえば一乗寺近辺を思い浮かべる人が
多いと思いますが、上終町も負けず劣らずラーメン
屋さんが多く集まる激戦区です。コクのあるスープ
が特徴的な「東龍」、鶏豚骨の京都ラーメンらしさ
が光る「あかつき」、鶏ガラスープの昔ながらの中
華そばが味わえる「ながた」など……。特徴がそ
れぞれ異なるので、好みの味に出会えること間違
いなしです。

千本鞍馬口

>　バス

河原町今出川

>　バス

上終町・瓜生山学園 京都芸術大学前

>　バス

河原町丸太町

>　バス

烏丸丸太町（地下鉄丸太町駅）

>　地下鉄

今出川駅

千本鞍馬口

詳しいアクセス・
時刻表はこちらから

市バス・地下鉄
ガイド

今回翼くん使用の地下鉄・バス１日券。京都
市交通局の案内所、定期券発売所、市バ
ス営業所等で購入可能。

vol.43

京都市バスをこ
よなく愛する男
子・翼くんが、縦
横無尽にバスと
地下鉄を乗り継
ぎ、１日券を楽し
みます。

Toda y 's  Route

バス停千本鞍馬口から西へ。
紙屋川沿いにたたずむのは
名前も営業時間もない、

ちょっと不思議な喫茶店だ。

vol.86

千本鞍馬口

第二紫雲荘１階にある喫茶店
京都市北区衣笠荒見町14-

10 第二紫雲荘１階

特集バス停は「千本鞍馬口」  

バ
ス
を
お
降
り
の
際
に
、運
転
士
に「
エ
コ
サ

マ
ー
」と
お
伝
え
い
た
だ
く
と
、保
護
者
１
人
に

つ
き
小
学
生
２
人
ま
で
の
小
児
運
賃
が
無
料
に

な
り
ま
す
！
　
夏
の
お
出
か
け
に
は
、ぜ
ひ
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
♪

令
和
７
年
７
月
19
日（
土
）か
ら
８
月
25
日（
月
）ま
で

【
実
施
期
間
】

市
バ
ス
全
線
・
そ
の
他
35
の
府
内
の
交
通
事
業
者

※ 

観
光
特
急
バ
ス
及
び
京
都
市
営
地
下
鉄
は
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
。

【
対
象
路
線
】

バ
ス
を
降
り
る
際
、
運
転
士
に
「
エ
コ
サ
マ
ー
」

と
お
伝
え
の
う
え
、
大
人
運
賃
の
み
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。（
対
象
路
線
で
有
効
な
乗
車
券
は
全
て
使

用
可
）。

【
参
加
方
法
】

対象路線など
詳細はこちらから！

「
き
ょ
う
と
エ
コ
サ
マ
ー
」を
活
用
し
て

夏
の
思
い
出
づ
く
り
に
出
か
け
よ
う
！

問合せ
京都市交通局企画総務部企画調査課
TEL：０７５-８６３-５０２２
FAX：０７５-８６３-５０６９



フラットエージェンシー 本店営業部

もよりバス停は「北大路堀川」

z0120-75-0669 　　
x京都市北区紫野西御所田町9-1
c10時～18時　v火
https://flat-a.co.jp

そのワガママ、すべてフラットエージェンシーへ！

ハンケイ500mに登場した
街に住みたい 京都をもっと深く

知りたい

　静
か
で
の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気
で
、
多
様
な

個
人
商
店
も
多
い
今
回
の
エ
リ
ア
。
地
域
住
民
の

生
活
を
支
え
る
西
陣
千
本
商
店
街
や
、
病
気
治
癒

の
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
釘
抜
地
蔵
（
石
像

寺
）
も
あ
り
ま
す
。
西
陣
織
の
産
地
と
し
て
も
有

名
で
、
京
町
家
も
多
く
、
京
都
ら
し
い
雰
囲
気
も

感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
京
都
出
身
の
K
さ
ん
に
、
こ
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て

聞
い
て
み
ま
し
た
。「『
西
陣
』
と
い
う
地
名
は
、

応
仁
の
乱
で
、
山
名
宗
全
が
率
い
る
西
軍
が
陣
を

構
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。
世
界
文
化

遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
金
閣
寺
ま
で
は
歩
い

て
す
ぐ
。
贅
沢
な
立
地
で
す
ね
！
　
他
府
県
出
身

の
友
人
に
も
紹
介
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

今号のバス停「千本鞍馬口」から自転車で10分

西陣にある、学生にうれしい
マンション探訪！
『ハンケイ500m』特集で取り上げたエリアか
ら、自転車ですぐの物件を紹介するコーナー。
今号は西陣エリアにあるマンションです。現
役大学生が住み心地をチェックします！

同志社大学経済学部2年生。
実家暮らしで、内見をするの
は今回が初めて。

Kさん

バイク駐輪場も

  あるのがめずらしい
！

※空き状況は

   お問合せください
。

　今回ご紹介するのは、西陣エリアのほぼ中
央に位置する「アーバンハウス北西」。探訪し
たのは、同志社大学に通うKさんです。「僕は
実家暮らしなので、内見は初めてです！」とワ
クワクした様子です。部屋に入ると、まずは間
取りに興味津々なKさん。「一人暮らしをして
いる友人の家に行くことがあるのですが、玄
関を入ると廊下にキッチンがあり、その先に
部屋がある間取りをよく見ます。この部屋は、
キッチンや洗面所、トイレが奥まっていて、玄
関からは見えないんですね！　区切られた空
間に水回りが集まっているのが、すごくいいで
す！　部屋が独立していて、自分のイメージを
膨らませてアレンジしやすい。想像するだけ
でもワクワクしますね！」と、心躍るKさんです。

アーバンハウス北西アーバンハウス北西アーバンハウス北西

44,000￥ 月

物件基本情報 【住所】京都市上京区 大宮通寺之
内上る前之町454番地3/ 賃料 4万4000円 / 家
電プレゼントキャンペーン随時実施中 ※時期によ
り異なるため、問い合わせ必須 / 東向き / 間取り
1K / 面積 20.4㎡ / 築36年 / 鉄骨 ※掲載情報
は6月17日時点の情報です。

詳しくはこちら

近
く
の

映
え
風
景

ト
イ
カ
メ
ラ
風

P8、14で紹介した
おしゃれな階段付きの町家！

by編集部

ベ
ラ
ン
ダ

洋室6.2帖

収
納

N

や
ま
な
そ
う
ぜ
ん

涼
を
い
ざ
な
う
小
さ
な
花

夏
を
乗
り
切
る
お
伴
は

白
竹
堂
の
扇
子
で

白竹堂 京都本店

もよりバス停は「河原町三条」

z075-221-1341 　　
x京都市中京区麩屋町通
六角上ル 白壁町448　
c10時～18時
www.hakuchikudo.co.jp

今
年
の
夏
は
ど
ん
な
出
会
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

扇
子
を
手
に
持
ち
思
い
を
巡
ら
せ
る
と
、気
持
ち
が
弾
ん
だ
。

１
７
１
８
年
創
業
の
京
扇
子
の
老
舗
、白
竹
堂
が

今
夏
に
提
案
す
る
の
は

小
さ
な
花
を
た
く
さ
ん
咲
か
せ
る
ミ
モ
ザ
。

扇
面
に
描
か
れ
た
花
は
、ふ
わ
ふ
わ
っ
と
、華
麗
に
、可
愛
ら
し
く

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
レ
ッ
ド
、イ
エ
ロ
ー
、ブ
ル
ー
、ピ
ン
ク
の
４
色
。

今
年
の
夏
は
こ
の
小
さ
な
花
と
と
も
に
乗
り
切
ろ
う
。

扇
子
を
手
に
背
筋
を
伸
ば
す
と
、涼
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

ミモザセット 
レッド
8,800円（税込）

ミモザセット 
ブルー
8,800円（税込）

ミモザセット 
イエロー
8,800円（税込）

ミモザセット 
ピンク
8,800円（税込）
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着物はもっと自由に、楽しく―。

そう話す着物スタイリストの兼田藍さんが

「涼しい麻の着物」を紹介します。

着物を自由に楽しむための

知っておきたい
着物のあれこれ

ハンケイ500m 着物コラム

着物スタイリスト 兼田 藍 さん
大阪出身。高校卒業後、着物の専門学校へ。和裁や着付け、コーディネートを習得。「着物に関わりたい」と
２０２０年、京都wabitas入社。SNSでの着物情報の発信やショールームでの案内に携わる。

PROFILE

京都wabitasスタイリスト 兼田藍さんプロデュース

水引でかわいい根付帯飾り制作イベントレポート!

　花火や祭りで華やぐ夏。京都は祇園祭で賑
わいます。蒸し暑いこの時期は、吸湿・吸汗性
に優れ、ひんやりと涼しく着られる麻の着物が
おすすめです。ぼかし染めが涼しげな本麻近
江ちぢみは、麻着物のひとつ。凹凸のシボがあ
り、さらりとした肌触りが特徴です。汗をかいて
もベタつかず、盛夏の外出着に重宝されます。

　今回合わせたのは、草木染めの黄色が美し
い、首里花織の半幅帯。やわらかい風合いで
締めやすく、独特の菱形模様が、着物と上品に
調和します。涼しげな薄紫の帯締めに、夏らし
い金魚鉢の帯留め。長襦袢も麻生地にすると、
さらに快適にすごせます。素材と色彩の組み合
わせで、夏の和装を涼しく、楽しみましょう。

◆ 着物 染グラデーションの麻着物
◆ 帯 首里花織の半幅帯
◆ 帯締め 紫の三分紐
◆ 帯留め 金魚鉾の帯留め

半幅帯から名古屋帯へ変えるとさらに上品な印象に。合わせたのは、夏の
花・芙蓉を手描き友禅で染めた本麻名古屋帯。水色の帯にオレンジの帯
締めを選び、さわやかに合わせました。納涼床など、夏の食事会にもぜひ。

帯
で
印
象
が
変
わ
り
ま
す
！

C
hange!

日本の伝統工芸、水引を使った「和装アクセサリー」が、若い女性を中心に人気です。今回は「京都ｗａｂ
ｉｔａｓの水引小物制作体験会」を京町家・祥雲邸で開催。大学生5名が参加して、コーディネーターの
兼田さんと、水引で根付帯飾り作りを楽しみました!

上質な着物を取り扱う通販サイト

京都wabitas

詳
し
く
は
こ
ち
ら

涼しく着られて自宅で洗える近江ちぢみの麻着物。本年は、新たに染
めぼかしタイプが登場いたしました。後染めならではの幻想的なタテ
ぼかしを染めており、涼し気で上品なコーディネートを楽しんでいた
だけます。

洗える麻の着物≪反物≫  49,500円（税込）

もよりバス停は「新町御池」

z075-342-2088
（平日9時～17時）　
c9時～17時　
v土・祝・年末年始 

お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
♪

Pick 
Up!

　
根
付
の
起
源
は
江
戸
時
代
。
煙
草
入

れ
巾
着
な
ど
を
帯
に
吊
る
し
て
携
行
す
る

際
、
留
め
具
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
逸
品
か
ら
、
現

代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
小
物
ま
で
、
お
し
ゃ

れ
雑
貨
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
必
要
な
の
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
水
引
、
ス

ト
ラ
ッ
プ
紐
、
ペ
ン
チ
な
ど
。
い
ず
れ
も
手

芸
店
や
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
入
手
可
能
で
す
。

ま
ず
は
、
好
き
な
色
の
水
引
３
本
を
重
ね

て
輪
を
作
り
、
少
し
ず
つ
締
め
な
が
ら
、

「
梅
結
び
」
に
し
ま
す
。
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
通

す
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
根

付
帯
飾
り
の
で
き
あ
が
り
。

　「
意
外
と
簡
単
で
ビ
ッ
ク
リ
！
」「
日
本

ら
し
い
お
み
や
げ
と
し
て
、
海
外
の
人
に

も
喜
ば
れ
そ
う
」
と
学
生
さ
ん
も
嬉
し
そ

う
で
す
。

　「
で
き
あ
が
っ
た
根
付
帯
飾
り
を
夏
の

着
物
に
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
！
」
と
兼

田
さ
ん
。
多
様
な
色
彩
の
麻
着
物
と
半

幅
帯
を
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
教
わ
る
学
生
た
ち
は
、
麻
生
地

の
清
涼
感
に
驚
き
、
猫
や
風
車
が
描
か
れ

た
可
愛
ら
し
い
柄
の
半
幅
帯
に
、
思
わ
ず

歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。「
麻
な
ら
盛
夏
で

も
涼
し
く
着
ら
れ
そ
う
で
す
ね
」「
洗
え

る
の
も
魅
力
」「
大
人
っ
ぽ
く
お
し
ゃ
れ
な

麻
着
物
に
挑
戦
し
た
い
」
な
ど
話
題
の
つ

き
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
　

7月15日(火)16日(水)の２日間、きものメーカーの
ファミリーセールへ京都wabitasも参加します。参加
希望の方は、info@wabi tas .comもしくは京都
wabitasHPのお問い合わせフォームまで。詳細は京
都wabitasHPや各種SNSをご確認ください。

しゅ り はなおり

ね　つけ
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西
本
願
寺
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

﹁
納
涼
盆
踊
り
﹂︒

7
月
31
日
︑8
月
1
日
の
2
日
間
︑

西
本
願
寺
が
踊
り
の
輪
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
︒

納
涼
盆
踊
り
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
！

誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
�

誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
�

西
本
願
寺
の

京
都
随
一
の
規
模
！

誰
も
が
、踊
れ
る
！

お
も
し
ろ
い
！

が

納
涼
盆
踊
り

18:00〜

グルメストリートでは、かき氷などの夏の定番メニューに加えて、門前町をはじめとする京都
市内のお店も多数出店し、京都ならではのグルメなフード、ドリンクが味わえます。ご家族連
れはもちろん、仕事帰りの一杯を楽しむのにもぴったりです。ベンチがたくさん用意されてい
るので、座ってゆったり、盆踊りの様子を眺めることもできます。お腹も心も満たされる夜市
を満喫してください。

16:00〜

グルメを楽しもう！グルメを楽しもう！
グルメストリートには有名グルメ店や
キッチンカーなど30店舗以上が出店！

親鸞聖人の日
Shinran’s Dayしんらんず でい

毎月
16日は

LINE X noteInstagram

お西さんの最新情報をSNSでチェック！ 
ぜひフォローしご活用ください

もよりバス停は市バス「西本願寺前」、京阪バス「西本願寺」

z075-371-5181　　
x京都市下京区堀川通花屋町下ル
https://www.hongwanji.kyoto

お西さん（西本願寺）公式ホームページ

親鸞聖人のご命日である毎月16日を
「Shinran’s Day」とし、法要やイベントを
行っています。

誰もが、ただ、いていい場所。

“お西のお坊さん”が、境内各所をご案内いたします。
（予約不要・参加無料）

1日4回・各回30分（毎日開催）　
10:00~/11:30~/13:45~/15:30~
集合場所：お茶所（総合案内所）　　

16:30〜（7月31日）/17:00〜（8月1日）

パフォーマンスを見よう！パフォーマンスを見よう！
ミニライブや、サックスカルテット、
和太鼓の演奏も！

オープニングステージ出演者

7月31日（木）
●水凪月 昂 with TAIKO-LAB
●原田博行さん(シンガーソングライター)
●京都市立芸術大学サックスカルテット
8月1日（金） 
●京都市立芸術大学サックスカルテット
●原田博行さん(シンガーソングライター)

水凪月 昂 with TAIKO-LABによる

太鼓の演奏や体験イベントも！

盆踊り以降も、西本願寺では楽しいイベントを多数開催！　西本願寺・東本
願寺・興正寺による合同企画「下京サンテラ朝参り」では、8月18日（月）～23
日（土）の期間中に3つのお寺に参拝し、8月23日開催の興正寺フェスに参加
した方に記念品をプレゼント！　8月19日（火）から22日（金）の4日間は、通常
非公開の本願寺伝道院を夜間特別公開し、大人も子どもも楽しめる仏教ア
ニメを鑑賞できる「下京サンテラシネマ」も。詳しい情報はHPをご覧ください。

納涼盆踊りのほか、
朝参り企画やアニメ上映も！

西本願寺の夏は

盆踊りだけじゃない！

西本願寺の夏は

盆踊りだけじゃない！

　
毎
年
恒
例
、
西
本
願
寺
の「
納
涼
盆
踊
り
」

が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。今
年
で
37
回
を

迎
え
る
大
規
模
な
盆
踊
り
。京
都
随
一の
規
模

を
誇
り
、昨
年
も
約
一
万
二
千
人
が
訪
れ
ま
し

た
。今
年
の
テ
ー
マ
は「
ご
開
山 

親
鸞
聖
人
の

み
教
え
に
で
あ
う
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
本
願
寺
」。

中
心
に
は
提
灯
で
彩
ら
れ
た
櫓
が
情
緒
を
醸

し
、
そ
れ
を
ぐ
る
り
と
囲
む
グ
ル
メ
ス
ト
リ
ー

ト
に
は
、
多
数
の
店
が
並
び
ま
す
。地
域
の

人
々
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
会
場
は
、子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、世
代
を
超
え
て
楽
し
め

る
和
や
か
で
楽
し
い
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。特

に
今
年
は
、
子
ど
も
向
け
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

が
充
実
！
　
夕
涼
み
が
て
ら
ふ
ら
っ
と
立
ち

寄
り
、特
別
な
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

か
い 

さ
ん  

し
ん 

ら
ん
し
ょ
う
に
ん

や
ぐ
ら

昨年の様子は
こちら！

【公式YouTube】

下京・京都駅前 サマーフェスタ2025

日時：2025年7月31日（木）、8月1日（金）午後4時～午後8時40分
会場：西本願寺北境内地（駐車場）

第37回 本願寺納涼盆踊り

東福寺駅
九条駅

新幹線

JR東海道本線

至京都東IC

五条坂

京都
河原町

祇
園
四
条

清
水
五
条丹

波
口
駅

梅
小
路

京
都
西
駅

アーバンホテル
京都五条プレミアム

興正寺

伝道院

JR
嵯
峨
野
線

五条通

七条通

聞法会館会
場

大
宮
通

堀
川
通

本願寺公式YouTubeチャンネ
ル、Instagram、Xのいずれか
をフォローされている方には、
当日記念品をプレゼント！

HPから踊り方の

  動画をチェック！HPから踊り方の

  動画をチェック！

Wond
er

Ful!!
Wond

er

Ful!!
Wond

er

Ful!!
Wond

er

Ful!!

Yumm
y

Yumm
y

Yumm
y

Yumm
y

Cool!
!

Cool!
!Cool!
!

Cool!
!

Movie!!
Movie!!
Movie!!
Movie!!

推
し

 

見
っ

け
!!推

し
 

見
っ

け
!!

楽しい

思い出に！楽しい

思い出に！

盆
踊
り
に

参
加
し
て
み
よ
う
！

盆
踊
り
に

参
加
し
て
み
よ
う
！

My

Favor
ite!!

My

Favor
ite!!

My

Favor
ite!!

My

Favor
ite!!

会場の中央に設けられた櫓を囲み、
夕暮れとともに始まる盆踊り。オリ
ジナルソング「みんな花になれ」や
「江州音頭」の盆踊りに加え、子ど
もたちに大人気のアニソンに合わ
せて踊る「アニソンディスコ DE 盆
踊り」も。千扇社中のみなさんやお
笑いコンビBANBANBANさんの
リードに合わせて見よう見まねで
踊るうち、自然と輪の中に入ること
ができます。盆踊りは初めて！とい
う方も安心して楽しめます。

京都市立芸術大学の学生によるサックス四重奏と打楽器の演
奏や、当日の司会も務めるシンガーソングライター原田博行さん
による楽しいミニライブのほか、31日限定で水凪月 昂 with 
TAIKO-LABによる太鼓の演奏や体験イベントも。18時からの盆
踊りに向けて、会場の熱気が高まります。少し早めに訪れて、グ
ルメと音楽を楽しんでから、準備万端で盆踊りにのぞみましょう。

7月31日のオープニングス
テージでは、 盆踊りの風物詩、 
太鼓が演奏されます。体験イ
ベントもあり、お子さま連れに
もオススメの楽しい時間です。

初
め
て
の
方
も
、お
ひ
と
り
で
も
安
心
！

見
よ
う
見
ま
ね
で
、大
丈
夫
！

や
っ

ぱ
り

盆
踊

り
が

大
好

き
！や

っ
ぱ

り

盆
踊

り
が

大
好

き
！

※7月31日・8月1日、駐車場は使用できません。
  自転車・バイクは駐車可能です。

詳細はこちら！

2025年

7/31（木）、8/ 1（金）
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「塩レモン」と ジンソーダ

ジンソーダの後に塩レモンを
食べるとさらにコクが引き立
ちおすすめです。（すぴぴな）

「
大
黒
巻
」と
冷
酒

「和三盆」と麦茶

「ベジタブルARARE
4種ミックス」と
レモネード

まさに鉄板の組
み合わせ！マヨ
ネーズの塩味で
ビールがすすみま
す。(きたふぇれ)

ほんのり甘い和三盆と黒
豆の風味。香ばしい麦茶と
合わさり絶妙のハーモ
ニーを奏でます。（うさこ）

甘すぎないレモネー
ドが特に合います。
（たぬきち）

野菜本来の自然な味
わいとレモンの酸味が
ベストマッチ！(カメヨ)

海苔の香りと醤油の香ばしさ
を、冷酒のまろやかさがきれい
にまとめます。（秋比古）

山椒の風味が、口の中
でマイルドに香ります。
（いまにゃん）

さっぱり夏を感じ
られる組み合わせ
です！（みん子）

京
の
あ
ら
れ
処 

橘
屋

　

『
ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m
』編
集
部 

和三盆 
540円（税込）

大黒巻 
594円（税込）

塩レモン【季節限定】 
378円（税込）

ベジタブルARARE 4種ミックス
（焼とうもろこし・とまと・じゃがバター・ごぼう） 
432円（税込）

もよりバス停は「烏丸二条」

z075-366-5920　x京都市
中京区烏丸通二条上ル蒔絵
屋町267烏丸二条ビル1F   
c10時半～18時  v日

京のあられ処  橘屋 オンラインショップ
はこちら

塩レモンの酸味とジンソー
ダの香りが出会う、まさに
ベストカップル！（リノ）

ホットもアイスも、さんぴん
茶の爽やかさがあられと
の相性抜群！（クノボ～）

鬼山椒 
594円（税込）

「
鬼
山
椒
」と
さ
ん
ぴ
ん
茶

マヨネーズ 
324円（税込）

「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
」と
ビ
ー
ル

あ
ら
れ
と
マ
ッ
チ
す
る
夏
ド
リ
ン
ク

涼
し
さ
求
め
て
あ
れ
こ
れ
お
試
し

と
に
か
く
お
や
つ
が
大
好
き
な『
ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m
』編
集
部
。

今
回
は
、夏
を
涼
し
く
過
ご
す
、

あ
ら
れ
と
よ
く
合
う
飲
み
物
を
あ
れ
こ
れ
試
し
て
ペ
ア
リ
ン
グ
。

編
集
部
が
お
す
す
め
す
る
組
み
合
わ
せ
は
！?
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　京
都
な
ら
で
は
の

　
　目
利
き
力

三
輪

　左
京
区
岩
倉
で
京
都
の
建
材
を
用

い
、
住
む
人
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
、
新

し
い
家
づ
く
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。そ
の

良
さ
を
皆
さ
ん
に
ど
う
伝
え
た
ら
い
い
か
、

思
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

佐
々
木

　岩
倉
は
高
級
住
宅
地
。京
都
の
建

材
を
駆
使
し
た
家
は
注
目
さ
れ
そ
う
で
す

ね
。私
は
１
３
２
年
続
く
蔵
元
の
四
代
目
。

京
都
の
酒
蔵
の
起
源
は
室
町
時
代
の
洛
中

で
、
中
期
に
は
３
０
０
軒
の
蔵
元
が
あ
り
ま

し
た
。こ
の
一
帯
は
良
質
な
地
下
水
に
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
豊
臣
秀
吉
が
聚
楽
第

を
建
て
、
敷
地
内
の
千
利
休
の
茶
室
で
一
緒

に
お
茶
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
話
も
残
っ
て
い

ま
す
。う
ち
の
蔵
は
ち
ょ
う
ど
聚
楽
第
の
南

端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

三
輪

　秀
吉
が
「
良
い
水
」
と
称
え
た
銀
明

水
で
仕
込
む「
聚
楽
第
」は
、
ふ
く
よ
か
で
華

の
あ
る
旨
さ
が
広
が
り
、
私
も
大
フ
ァ
ン
で

す
。５
月
に
は
令
和
６
酒
造
年
度
全
国
新
酒

鑑
評
会
で
金
賞
を
受
賞
さ
れ
た
そ
う
で
す

ね
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

佐
々
木

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。杜
氏

と
と
も
に
伝
統
を
守
り
、
基
本
に
忠
実
に
、

ひ
た
む
き
に
や
っ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

三
輪

　米
も
京
都
産
に
こ
だ
わ
っ
て
お
ら
れ

る
の
で
す
か
。

佐
々
木

　特
別
純
米
な
ど
京
都
産
１
０

０
％
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
は
そ
の

年
の
一
番
い
い
米
で
つ
く
り
ま
す
。米
は
毎

年
出
来
具
合
も
異
な
り
ま
す
。今
年
は
米
不

足
で
原
料
確
保
が
難
し
い
で
す
。例
年
で
言

え
ば
京
都
産
は
収
穫
量
も
少
な
い
た
め
、
米

ど
こ
ろ
で
あ
る
石
川
県
や
福
井
県
の
米
を

選
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

三
輪

　な
る
ほ
ど
、素
材
が
気
候
に
影
響
さ

れ
る
も
の
な
の
で
、
京
都
限
定
と
す
る
と
限

界
が
あ
る
の
で
す
ね
。

佐
々
木

　も
と
も
と
京
都
に
は
全
国
か
ら

名
品
が
献
上
さ
れ
、
目
利
き
の
セ
ン
ス
が
磨

か
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。全
国
の
良

い
も
の
を
選
ぶ
こ
と
で
、
多
く
の
逸
品
が
生

ま
れ
る
の
で
す
。た
と
え
ば
、
佐
々
木
酒
造

の
「
古
都
の
リ
キ
ュ
ー
ル
」に
は
、
味
も
香
り

も
す
ば
ら
し
い
、瀬
戸
内
産
檸
檬
と
高
知
産

柚
子
を
使
用
し
て
い
ま
す
。爽
や
か
な
飲
み

心
地
が
、若
い
人
に
も
好
評
で
す
。

三
輪

　い
ま
の
お
話
、ハ
ッ
と
し
ま
す
。私
は

建
材
を
京
都
産
限
定
と
考
え
て
い
た
の
で

す
が
、
少
し
視
野
狭
窄
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

佐
々
木

　私
は
建
材
に
詳
し
く
は
な
い
で

す
が
、
同
じ
銘
木
で
も
年
に
よ
っ
て
差
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
輪

　ま
さ
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
家
の

な
い
人
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン

ト
や
、
酒
蔵
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。海
外
か
ら
の
参
加
者
も
年
々
増
え
て
い

て
、
試
飲
す
る
と「
フ
ル
ー
テ
ィ
！
」「
口
当
た

り
が
良
く
飲
み
や
す
い
」と
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

下
さ
る
方
も
多
い
で
す
。

三
輪

　若
い
世
代
の
日
本
酒
離
れ
が
言
わ

れ
ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
場
が
あ
る
と

魅
力
が
発
見
さ
れ
や
す
い
の
で
す
ね
。

佐
々
木

　古
来
、日
本
酒
は
神
事
・
お
祭
り

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
広
げ
る
役
割
も
果
た
し
て
き
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
楽
し
く
人
が
集
ま
り
、「
日
本
酒

が
あ
る
と
気
持
ち
が
華
や
ぐ
ね
」
と
気
づ
く

機
会
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。そ

れ
が
、
老
舗
を
存
続
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
輪

　ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。私
も
良
い
も

の
を
実
直
に
提
供
し
、
持
続
し
て
い
く
た
め

に
、
多
く
の
人
に
伝
え
る
機
会
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
に
使
う
か
の
適
材
適
所
も
含
め
、
広
い

視
点
で
上
質
な
木
を
選
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

に
、気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　多
様
な
人
へ
の

　
　ア
プ
ロ
ー
チ

三
輪

　通
常
、
モ
デ
ル
ル
ー
ム
に
来
ら
れ
る

の
は
、
ま
さ
に「
家
を
探
し
て
い
る
」方
が
大

半
で
す
。し
か
し
、来
年
オ
ー
プ
ン
す
る
モ
デ

ル
ル
ー
ム
に
は
、
多
様
な
人
に
来
て
も
ら
い
、

「
豊
か
な
暮
ら
し
」
を
提
案
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。た
と
え
ば
パ
ン
を
焼
い
て
マ
ル

シ
ェ
で
並
べ
た
り
、子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
り
。「
こ
こ
で
パ
ン
を
焼
き

た
い
な
」「
趣
味
の
集
ま
り
の
場
に
し
た
い
」

な
ど
、
自
分
ら
し
さ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
き
っ

か
け
を
つ
く
り
た
い
。そ
れ
が
、
豊
か
な
暮

ら
し
に
つ
な
が
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

佐
々
木

　そ
の
考
え
方
は
す
て
き
で
す
ね
。

「
出
会
い
」は
大
切
で
、
私
も
日
本
酒
を
飲
ま

もよりバス停は「広沢池・佛大広沢校前」

株式会社彩里（さいと）
z075-432-7655 　x京都市右京区嵯峨大沢
落久保町5番地1  c9時～18時  v日・水 

彩里のサウンドロゴ
はこちら！

さ 
い     

と

彩
里
三
輪 

く
ん
の

よ
き
京
都
を
探
る
旅

よ
き
京
都
を
探
る
旅

佐
々
木
酒
造
株
式
会
社

代
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取
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晃

佐
々
木
酒
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株
式
会
社

代
表
取
締
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佐
々
木  

晃

株
式
会
社
彩
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さ
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代
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締
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社
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三
輪
幸
徳

株
式
会
社
彩
里（
さ
い
と
） 

代
表
取
締
役
社
長

三
輪
幸
徳

嵯峨広沢にある彩里では、週の半分は
無農薬野菜をつくる豊かな働き方をして
いる。7月は夏野菜収穫シーズンだ。

京都出身。3人きょうだい
の末っ子ながら、長男は
会社員、次男は俳優
（佐々木蔵之介）になり、
家業を継ぐため、1995年、
佐々木酒造に入社。時代
のニーズに合わせた商品
づくりに努めるとともに、
日本酒講座や京都の食
文化の講演、酒蔵ツーリ
ズムを通じて日本酒ファ
ンの拡大に取り組む。

京都出身。同志社大学経済学部卒業後、生命保険会
社や注文住宅会社を経て、株式会社彩里のルーツで
ある不動産会社に就職。2022年から嵯峨の里山オ
フィスで「半農半Ｘ」のライフスタイルを実践提案、畑
で野菜をつくりながら不動産の利活用、売買、相続の
コンサルティングに携わる。京都芸術大学通信教育部
で建築デザインを勉強中。2児の父。

多
様
な
人
に
、日
本
酒
の
美
味
し
さ
を

伝
え
て
い
く
こ
と
が
、私
の
使
命
で
す
。

自
分
ら
し
さ
に
気
づ
き
、

豊
か
な
生
き
方
に
近
づ
く
。

そ
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
。

良
い
も
の
を
伝
え
る
、

多
彩
な
工
夫
。

第
３
話

嵯峨広沢の自然豊かな環境にある不動産会社・彩里が、2026年にこれまでにないコンセプトのモデルルームを
左京区岩倉にオープンします。京都の資材を使い、京都の職人の手で建てる「ものづくり」への思いを、京都で
活躍するゲストと語り合います。今回は洛中唯一の蔵元・佐々木酒造を訪問、四代目佐々木晃さんと話しました。

洛中に現存する唯一の蔵元は450坪の広さ。独
自の酵母「京の琴」などいくつもの酵母を使い分
けながら、四季折々を楽しむ日本酒を醸造、
「しっかりとした味わいと華やかな香り」の洛中
の酒の味を守り、発展させている。
左より、【夏季限定】夏方（なつざま）純米吟醸原
酒720ml 1,760円、聚楽第 純米大吟醸1,800ml 
7,260円、古都 純米吟醸1,800ml 3,190円。

じ
ゅ
ら
く
だ
い

し
や
き
ょ
う
さ
く

と
う 

じ
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を支える
祇園祭

ハンケイ500m
祇園祭応援コラム 人 想いの々

　初
め
て
鉦
を
叩
い
た
の
は
５
歳
の
頃
。そ

れ
か
ら
半
世
紀
以
上
、
長
刀
鉾
の
囃
子
を
奏

で
て
き
た
。鉦
を
覚
え
た
後
、
20
代
後
半
か

ら
笛
を
担
う
。

　「誰
が
聞
い
て
も
美
し
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
色
気
の
あ
る
お
囃
子

を
」
と
、
総
勢
1
0
0
人
超
の
囃
子
方
を
束

ね
る
。「
代
表
は
巡
行
当
日
に
鉾
に
乗
れ
ず
、

裃
を
着
て
歩
か
な
い
と
い
け
な
い
の
が
辛
い

と
こ
ろ
」と
笑
う
。

　代
々
の
稚
児
と
禿
は
翌
年
か
ら
囃
子
方

と
な
っ
て
鉦
を
習
う
こ
と
が
多
く
、
長
刀
鉾

一
流
の
祇
園
囃
子
を
次
の
世
代
に
つ
な
い
で

い
く
。囃
子
の
音
色
に
幾
多
の
思
い
を
込
め

て
。今
年
も
京
都
の
夏
に
、
ひ
と
き
わ
澄
み

や
か
な
コ
ン
チ
キ
チ
ン
を
響
か
せ
る
。

　「く
じ
取
ら
ず
」と
し
て
知
ら
れ
る
長

刀
鉾
は
今
年
、
創
建
8
0
0
年
を
迎
え

ま
し
た
。平
安
時
代
の
刀
工
・
三
条
小

鍛
冶
宗
近
が
娘
の
病
気
平
癒
祈
願
の
た

め
祇
園
社（
現
在
の
八
坂
神
社
）に
奉
納

し
た
長
刀
を
授
か
り
、1
2
2
5（
嘉
禄

元
）年
、鉾
に
掲
げ
た
こ
と
が
長
刀
鉾
の

始
ま
り
と
町
内
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。宗
近
の
長
刀
は
、
鎌
倉
時
代
の
武
将

で
あ
る
和
泉
小
次
郎
親
衡
が
持
ち
出
し

て
愛
用
し
て
い
た
と
こ
ろ
度
々
不
思
議

な
こ
と
が
起
き
た
た
め
、
再
び
返
納
し

た
と
い
う
伝
承
も
あ
り
、
古
く
か
ら

人
々
の
畏
敬
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

　34
基
の
山
鉾
で
唯
一
今
も
生
稚
児
が

乗
る
鉾
と
し
て
、
稚
児
係
を
は
じ
め
囃

子
方
、資
材
方
、建
方
、車
方
な
ど
総
勢

約
2
0
0
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

関
わ
っ
て
い
ま
す
。長
刀
鉾
創
建
8
0
0

年
の
節
目
の
祇
園
祭
に
向
け
て
、一
昨
年

か
ら
長
刀
鉾
保
存
会
と
し
て
勉
強
会
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。祇
園
祭
に
関
係
さ

れ
て
い
る
多
彩
な
方
々
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
1
1
5
0
年
を
超
え
る
祇

園
祭
の
歴
史
と
、
山
鉾
の
中
で
最
古
と

言
え
る
長
刀
鉾
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て

見
つ
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
創
建
8
0
0
年
記
念
事
業
と
し

て
、
2
0
2
2
年
に
1
9
6
年
ぶ
り
に

後
祭
の
山
鉾
巡
行
に
復
帰
さ
れ
た
鷹
山

保
存
会
様
へ
見
送
「
鳳
凰
円
紋
額
百
子

嬉
遊
図
　綴
織
」
を
復
元
新
調
し
て
寄

贈
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
見
送
は
前
祭

の
期
間
中
、
長
刀
鉾
町
会
所
2
階
で
展

示
し
て
お
り
ま
す
。

　我
々
町
衆
に
と
っ
て
祇
園
祭
の
成
功

と
は
、
何
事
も
な
く
山
鉾
巡
行
を
終
え

る
こ
と
。長
刀
鉾
が
8
0
0
年
の
歴
史

を
刻
ん
で
こ
ら
れ
た
の
は
、
先
人
た
ち

が
毎
年
変
わ
ら
ず
山
鉾
巡
行
を
無
事
に

行
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
で
す
。こ
れ
か
ら

の
1
0
0
年
、2
0
0
年
、そ
し
て
さ
ら

に
先
へ
と
長
刀
鉾
を
継
承
し
て
い
く
た

め
、
今
年
の
祇
園
祭
も
例
年
同
様
に
無

事
行
え
る
よ
う
、
保
存
会
を
は
じ
め
関

係
者
の
思
い
を
ひ
と
つ
に
7
月
17
日
の

前
祭
・
山
鉾
巡
行
に
臨
み
ま
す
。

私たちは祇園祭を応援しています。

八坂神社の祭礼として疫病退散を神に祈る祇園祭は、

1150年以上にわたって京都の人々が守り続けて来ました。

神事の中核である「神輿渡御」と、祭の先触れである神賑に由来する「山鉾巡行」。

祇園祭を支える人々の思いを重ねて、今年も京都の夏が始まります。

かみにぎわい やまほこじゅんこうみ こし と ぎょ

西
村

　良
則
さ
ん

囃
子
方
代
表

　そ
び
え
立
つ
長
刀
の
先
ま
で
全
長
約
25

メ
ー
ト
ル
、
重
量
は
約
11
ト
ン
と
い
う
長
刀

鉾
。そ
こ
に
稚
児
と
禿
、
囃
子
方
な
ど
総
勢

約
50
人
が
乗
り
込
む
。鉾
と
人
、
全
て
の
重

み
を
引
き
受
け
る
の
は
「
た
ま
」
と
呼
ば
れ

る
木
製
の
車
輪
。軋
み
を
立
て
て
路
面
を
転

が
る「
た
ま
」に
、
車
方
が「
か
ぶ
ら
」と
い
う

40
セ
ン
チ
ほ
ど
の
木
製
の
道
具
を
噛
ま
せ
、

巧
み
に
操
縦
し
て
い
く
。

　「名
も
知
ら
ぬ
数
々
の
先
人
が
長
刀
鉾
を

支
え
て
き
た
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
る
と
、
改

め
て
心
が
引
き
締
ま
り
ま
す
」。8
0
0
年

の
節
目
の
都
大
路
に
、
鉾
の
舵
取
り
役
で
あ

る
車
方
の
誰
よ
り
大
き
な
か
け
声
が
飛
び

交
う
。

小
田

　泰
久
さ
ん

車
方
代
表

　蔵
の
中
に
収
め
ら
れ
た
鉾
頭
の
長
刀
を

は
じ
め
、
鉾
を
絢
爛
豪
華
に
彩
る
懸
装
品

や
部
材
の
管
理
を
各
方
と
連
携
し
て
行
っ

て
い
る
。「
鉾
建
て
」
や
種
々
神
事
「
吉
符
入

り
の
儀
」、「
清
祓
い
の
儀
」、
稚
児
が
八
坂
神

社
を
参
拝
す
る
「
社
参
の
儀
」
な
ど
の
準
備

も
資
材
方
の
仕
事
だ
。「
節
目
の
お
祭
り
が

滞
り
な
く
進
む
よ
う
、
万
全
の
用
意
で
」
と

細
や
か
に
気
を
配
る
。

　長
刀
鉾
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
30
年

あ
ま
り
。現
在
、
資
材
方
の
仕
事
の
流
れ

や
、
部
材
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い

る
。「
口
伝
え
で
受
け
継
い
だ
こ
と
を
、次
の

世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
」。時
代
を
超
え
て
、

伝
統
を
支
え
続
け
る
。

鈴
鹿

　弘
人
さ
ん

資
材
方
代
表

代表理事 井上 俊郎さん

公益財団法人
長刀鉾保存会

町
衆
の
思
い
ひ
と
つ
に
、長
刀
鉾
を
守
り
伝
え
る
。

祇
園
祭 

長
刀
鉾
創
建
8
0
0
年
に
寄
せ
て

き
よ
は
ら

け
そ
う
ひ
ん

き
っ  

ぷ

　い

か
む
ろ

か
み
し
も

か
ね

い
き
ち
　ご

は
や

し
か
た

た
て
か
た

し  

ざ
い
か
た

く
る
ま
か
た

つ
づ
れ
お
り

み
お
く
り

長刀鉾

撮影：三宅徹
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撮影：田口葉子

三社神輿会  
代表 近藤 浩史さん
祇園祭の神輿渡御を将来に継承していくための、節目の年だ
と感じています。物価高の影響による法被や神輿弁当など必要
な資材の値上がり、神輿を担ぐ輿丁の世代交代、酷暑への対応
など、様々な課題に真正面から向き合っています。神輿会とし
て1150年を超える祇園祭の伝統を守り、立派な神輿渡御を続
けられるように務めます。

宮本組  
組頭 原 悟さん
組頭になって10年目を迎えます。今年は待望の「弓矢組 武者
神役」が神幸祭に復活します。八坂神社の氏子地域は宮本組を
はじめ29学区の氏子組があり、かつてはそれぞれに役目があ
りました。祇園祭は京都人が、京都人のためにやっている祭。
氏子として誇りを持ち、自分たちが汗をかいて奉仕することを
大切にしたいと思います。

八坂神社  
宮司 野村 明義さん
八坂神社の祭礼であり、京都市民の祭である祇園祭は、京都が
世界に誇る祭です。八坂神社が「祇園感神院」と呼ばれ神仏が
習合していた時代から続く、長い信仰の歴史があります。祇園
祭を通して日本の祭文化を世界に発信するとともに、神仏に祈
る信仰の本質と、互いを尊ぶ平和の大切さを感じ取っていた
だきたいと思います。

山鉾連合会  
理事長 木村 幾次郎さん
開始から12年目となる「祇園祭ごみゼロ大作戦」、昨年から始
めた京都外国語大学の留学生による多言語通訳、介護士の配
置など、大勢のボランティアのご協力で宵山期間を含めた祇園
祭の運営が行われています。人の和をつなぎ、参加する皆さん
に喜んでもらえる祇園祭と山鉾行事となるよう、安心安全の確
保に万全を尽くします。

今年の祇園祭の抱負を聞きました！

井
尻

　浩
行
さ
ん

稚
児
係
代
表

来
の
稚
児
係
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し

ね
」。　長

刀
鉾
町
の
養
子
と
し
て
稚
児
を
迎
え
る

「
結
納
の
儀
」
に
始
ま
り
、
稚
児
と
禿
は
祇
園

祭
の
中
で
数
々
の
特
別
な
時

間
を
過
ご
す
。そ
れ
ら
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
経
験
を
通
し
て
、長

刀
鉾
の
稚
児
は
神
性
を
備
え

て
い
く
。「
稚
児
の
顔
が
、芯
か

ら
蓄
積
さ
れ
た
顔
で
な
い
と
、

疫
病
は
払
え
な
い
と
思
う
か

ら
。そ
う
い
う
ふ
う
に
持
っ
て

い
く
こ
と
が
稚
児
係
の
役
目

と
思
い
ま
す
」。

　宵
山
の
夜
、八
坂
神
社
で
の

日
和
神
楽
を
終
え
た
帰
路
が

「
一
番
最
高
潮
で
、
一
番
さ
み

し
い
時
」と
い
う
。「
明
日
で
終

わ
り
や
な
ぁ
と
思
う
と
、
宵

山
の
ざ
わ
ざ
わ
し
た
雑
踏
の

中
に
、ぽ
つ
ん
と
自
分
一
人
が

居
る
よ
う
な
気
分
で
す
」。

　明
け
て
朝
、
い
よ
い
よ
迎
え
る
本
番
当
日
。

稚
児
と
ふ
た
り
だ
け
が
残
さ
れ
た
会
所
二
階

の
階
段
を
降
り
れ
ば
、待
ち
に
待
っ
た
山
鉾
巡

行
の
始
ま
り
だ
。強
力
の
肩
に
担
が
れ
た
瞬

間
、稚
児
の
背
筋
が
す
っ
と
伸
び
る
。「
人
に
見

て
も
ら
う
た
め
、
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。そ
う

い
う
精
神
的
な
も
の
こ
そ
、祇
園
祭
の
本
当
の

部
分
や
と
思
い
ま
す
」。

　唯
一
の
生
稚
児
を
乗
せ
、
山
鉾
巡
行
の
先
頭

を
進
む
長
刀
鉾
。祇
園
祭
を
支
え
る
人
々
が

語
り
継
ぎ
、
守
り
伝
え
て
き
た
思
い
を
託
さ

れ
、稚
児
は
ま
さ
し
く「
神
の
使
い
」と
な
る
。

　祇
園
祭
の
神
輿
を
先
導
す
る
「
弓
矢
組 

武

者
神
役
」が
今
年
、
51
年
ぶ
り
に
神
幸
祭
の
神

輿
渡
御
に
復
帰
す
る
。武
者
神
役
は
、
約
４
５

０
年
前
の
京
都
の
様
子
を
描
い
た
国
宝「
上
杉

本 

洛
中
洛
外
図
屏
風
」
で
も
法
師
武
者
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
歴
史
あ
る
祇
園
祭
の
役
目

の
一
つ
。17
日
の
神
幸
祭
で
は
、
修
復
し
た
大

将
印
の
鎧
を
ま
と
っ
た
騎
馬
武
者
と
甲
冑
姿

の
武
者
5
人
を
は
じ
め
、
約
20
人
の
隊
列
で

中
御
座
神
輿
と
と
も
に
練
り
歩
く
。

　「弓
矢
組 

武
者
神
役
」の
起
源
は
鎌
倉
時
代

に
ま
で
遡
る
。か
つ
て
弓
矢
町
一
帯
に
暮
ら
し

て
い
た
「
坂
者
」の
人
々
が
、
鎌
倉
時
代
後
期

に
祇
園
社
（
現
在
の
八
坂
神
社
）
の
配
下
に

「
犬
神
人
」
を
組
織
し
、
境
内
の
清
掃
や
祇
園

会
の
神
輿
警
固
の
役
目
を
担
っ
た
の
が
始
ま

り
と
さ
れ
る
。

　江
戸
時
代
に
入
る
と
、
犬
神
人
は
魔
除
け

の
お
守
り
で
あ
る
弓
弦
の
製
造
を
生
業
と
し
、

「
弦
召
そ
う
」
と
声
を
上
げ
て
売
り
歩
い
た
こ

と
か
ら
「
弦
召
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

多
い
時
は
総
勢
90
人
が
武
者
神
役
に
奉
仕
し

た
と
い
う
記
録
が
残
る
が
、
明
治
時
代
に
入

る
と「
弦
召
」は
そ
の
姿
を
消
す
。

　代
わ
っ
て
武
者
神
役
を
引
き
受
け
た
の
が
、

弓
矢
町
の
氏
子
を
中
心
と
す
る
「
弓
矢
組
」

だ
っ
た
。し
か
し
、
甲
冑
の
修
繕
や
人
手
確
保

な
ど
の
負
担
が
重
く
な
り
、
1
9
7
4
年
を

最
後
に
中
止
さ
れ
た
。以
降
は
、
清
々
講
社
第

二
号
「
弓
矢
組
」
の
歴
史
を
継
ぐ
「
六
原
清
々

講
社
」が
、
祇
園
祭
の
神
幸
祭
に
合
わ
せ
て
町

私たちは祇園祭を応援しています。

「
弓
矢
組 

武
者
神
役
」51
年
ぶ
り
復
活
、

祇
園
祭
が
つ
な
ぐ
地
域
の
絆

ゆ
み    

や    

ぐ
み

む     

し
ゃ 

し
ん 

や
く

会
所「
弓
箭
閣
」を
は
じ
め
、
松
原
通
周
辺
の

各
家
で
鎧
兜
を
一
般
公
開
す
る
「
武
具
飾
り
」

を
開
い
て
き
た
。

　そ
の
後
、1
9
9
4
年
に
平
安
建
都
１
２
０

０
年
を
記
念
し
て
武
者
神
役
が
再
開
さ
れ
た

も
の
の
、氏
子
の
筆
頭
で
あ
る
清
々
講
社
第
一

号
「
宮
本
組
」
が
代
行
を
務
め
た
。昨
年
は
新

調
し
た
「
弓
矢
組
」の
旗
と
と
も
に
裃
姿
の
六

原
清
々
講
社
役
員
が
神
幸
祭
に
参
加
し
、
弓

矢
組
の
復
活
を
視
野
に
宮
本
組
も
代
行
を
取

り
や
め
た
。今
年
、
弓
矢
町
が
所
蔵
す
る
鎧
と

鞍
の
修
復
の
た
め
の
寄
付
も
集
ま
り
、待
望
の

武
者
神
役
の
復
活
が
実
現
し
た
。

　六
原
清
々
講
社
社
長
の
高
橋
慎
司
さ
ん
は

「
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
し
た

い
で
す
。再
び
弓
矢
組
と
し
て
祇
園
祭
の
役
割

を
担
う
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
つ
な
が

り
も
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　武
者
神
役
が
中
止
さ
れ
た
年
に
祖
父
が
弓

矢
組
の
代
表
を
務
め
、
自
身
も
参
加
し
た
経

験
が
あ
る
山
中
信
寛
さ
ん
は
「
こ
の
50
年
あ

ま
り
、心
の
内
に
ず
っ
と
歯
痒
さ
が
あ
り
ま
し

た
」
と
打
ち
明
け
る
。今
年
の
武
者
神
役
で
大

将
鎧
を
着
る
の
は
、
山
中
さ
ん
の
長
男
・
秀

起
さ
ん
。親
子
４
代
で
携
わ
れ
る
こ
と
を
「
本

当
に
嬉
し
く
、あ
り
が
た
い
な
と
い
う
気
持
ち

で
す
」と
喜
ぶ
。

　67
年
前
に
参
加
し
た
木
村
和
男
さ
ん
も

「
再
び
こ
の
目
で
弓
矢
組
の
武
者
神
役
を
見
ら

れ
る
こ
と
に
、
感
無
量
。来
年
も
再
来
年
も
続

け
て
い
け
る
よ
う
な
形
に
し
た
い
」と
期
待
を

寄
せ
る
。

　中
断
し
て
い
た
半
世
紀
の
間
、町
内
の
住
民

も
世
代
交
代
が
進
ん
だ
。当
時
を
知
る
人
は

少
な
く
、
残
さ
れ
た
白
黒
写
真
や
明
治
期
の

資
料
を
手
が
か
り
に
、
研
究
者
や
鎧
司
の
協

力
を
得
て
再
興
し
て
き
た
。若
手
と
し
て
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
岡
田
昌
史
さ
ん
は

「
弓
矢
町
の
歴
史
を
引
き
継
い
で
こ
ら
れ
た
先

輩
方
が
喜
ん
で
お
ら
れ
る
の
が
、僕
と
し
て
も

す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。お
祭
り
の
こ
と
を
皆
で

話
し
合
う
中
で
、
地
域
の
結
び
つ
き
も
強
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。神
幸
祭
を
終
え
た

時
に
、『
み
ん
な
が
や
っ
て
良
か
っ
た
』と
言
え
る

よ
う
な
お
祭
り
に
し
た
い
で
す
」と
意
気
込
む
。

　7
月
17
日
の
祇
園
祭
神
幸
祭
の
武
者
神
役

は
、
午
後
4
時
に
弓
箭
閣
を
出
発
し
て
八
坂

神
社
へ
。そ
の
後
、
中
御
座
神
輿
と
と
も
に
午

後
6
時
に
八
坂
神
社
を
出
て
、大
和
大
路
や
寺

町
通
を
巡
幸
し
て
四
条
御
旅
所
を
目
指
す
。

さ
か
の
も
の

い
ぬ  

じ  

に
ん

つ
る  

め

つ
る
め
そ

注連縄切りで稚児を支える井尻さん

凜々しい姿の大将

６月８日に行われた
お披露会での武者たち

き
ゅ
う
せ
ん
か
く

弓矢組 長刀鉾

　「細
か
い
こ
と
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
が
積
み
重
な
っ
て
、祇
園
祭
を
作
り
上
げ
て

い
る
ん
で
す
。や
れ
ば
や
る
ほ
ど
に
、
そ
の
奥

深
さ
を
感
じ
ま
す
」。小
学
3
年
か
ら
長
刀
鉾

の
囃
子
方
に
入
り
、
翌
年
の
祇
園
祭
で
稚
児

を
務
め
た
。稚
児
係
と
な
っ
て
今
年
で
24
年

目
。現
在
の
稚
児
係
4
人
の
中
で
、
た
だ
一
人

の
稚
児
経
験
者
だ
。

　「幼
い
頃
に
聞
い
た
話
、
神
事
や
行
事
の
意

味
や
込
め
ら
れ
た
思
い
を
、今
の
稚
児
の
子
ら

に
も
同
じ
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。そ
う
し
て

『
京
都
の
遺
伝
子
』
を
受
け
継
い
で
い
っ
て
も

ら
い
た
い
。も
し
か
す
る
と
、
こ
の
子
ら
が
将

よちょう

はっ ぴ
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古
く
か
ら
の
も
の
を
大
切
に
守
り
続
け
、

一
方
で
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
て
い
く
。

そ
れ
が
京
都
。

そ
ん
な
思
い
が
、商
品
の
一
つ
一
つ
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

共
通
す
る
の
は
、人
の
笑
顔
が
見
た
い
、と
い
う
気
持
ち
。

祇
園
祭
で
京
都
が
一
番
熱
く
な
る
季
節
に
、

人
を
笑
顔
に
す
る「
こ
だ
わ
り
の
一
品
」を

『
ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m
』の
編
集
部
が
選
び
ま
し
た
。

ご
は
ん
処 

矢
尾
定

ち
ら
し
寿
司
／
日
替
定
食

い
し
か
わ
竹
乃
店

小
六
つ
目 

花
籠
／
銘
々
皿 

花
六
つ
目
編

私
の
こ
だ
わ
り
の

一
品

ハ
ン
ケ
イ
5
0
0
m

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

　創業から90年。「いしかわ竹乃店」は最上質の素材で竹細工のオリジナル雑貨
を作り続けています。並ぶのは、伝統工芸を身近に感じ、日常生活に取り入れたく
なる商品ばかりです。「花籠」は細いひごを使った六つ目編みで、手が混んだ繊細
さが特徴。一輪挿しに最適です。編み目模様が華やかな「銘々皿」は、幅が異なる
３種の竹ひごを複雑に交差させる花六つ目編みで製作。茶菓子などを載せる本
来の使い方だけでなく、小物を飾ったり、壁に立てかけてインテリアとして使った
りできる一品です。

ホームページは
こちらから

日替定食  1,100円（税込）（写真は鶏の竜田揚げ）

ちらし寿司  1,700円（税込）

ホームページは
こちらから

うなぎ山椒煮・山椒じゃこの詰合せ　
4,104円（税込）

　京都の夏を彩る祇園祭。その後祭の殿を務め、勇壮さゆえに人気が高い「大船鉾」
が佇む目の前に店を構えるのが「ごはん処  矢尾定」です。開業以来守ってきたの
は、京料理ならではの優しい出汁の味わい。築80年の町家を再生した店舗は、鉾町
の伝統と風習を大切に守りながら、斬新なアイデアを取り入れた造りになっていま
す。おすすめは、焼き魚などこだわりのメインと季節の逸品が盛りだくさんの「日替定
食」。味噌汁、小鉢を入れて計10品と贅沢な気持ちが味わえます。海老、穴子に加え
てシイタケ、レンコンなどが満載の名物「ちらし寿司」。ハートの器がなんともキュート
で、見た目も楽しめます。小鉢、焚き合わせ、味噌汁もついており、お得感もあります。
　他にもぐじ（甘鯛）や塩さば、さわらの西京焼など京都ならではの魚をはじめ、のど
ぐろ、ほっけなどの焼き魚定食が11種類。数多くのメニューが揃っており、幅広い年
齢層に喜ばれます。人気のお店とあって、お昼の営業時間（午前11時から午後2時）
は大変混雑していますが、ピークを過ぎるとゆっくり寛げます。日替定食は数に限りが
ありますが、日によっては夜の営業時間（午後5時半～7時半）にもいただくことができ
ます。祇園祭の思い出作りとともに、ぜひ訪れてみたいお店です。

しんがり おおふねほこ

　祇園祭の時に矢尾定の近くにそびえ
る大船鉾は今年、鉾を飾る「下水引」が
新調されました。翼がある龍が波の間を
華やかに舞う姿などが、赤い生地に金
色で描かれています。勇壮さを増して京
都の街を巡行する姿は、沿道の目を引
き付けることでしょう。

COLUMN

ロイヤルミルクティーソフト
ミディアム850円（税込）／ラージ1,200円（税込）

　インドやスリランカの厳選した特選紅茶だけを取り扱い、海外からも熱
烈なファンが訪れる京都・嵐山の紅茶専門店「アンナマリア」。この度、紅茶
への思いはそのままに、紅茶のソフトクリーム専門店に生まれ変わりまし
た。味はロイヤルミルクティー、生乳、ミックスの全3種。中でも一番人気の
ロイヤルミルクティーは、厳選したアッサム茶葉にミルクを加えて沸騰させ
て作ります。これをそのままソフトクリームに仕立てており、本格的な紅茶の
香りのほか、ミルクのコクと甘みが感じられる一品です。

Instagramは
こちらから

オリジナルソフトクリーム 
Milk & Milk Tea
ロイヤルミルクティーソフトクリーム

小六つ目 花籠　
13,200円（税込）

銘々皿 花六つ目編
16,500円（税込）

直径18.5cm

　その始まりは平安時代までさかのぼるという京都・鞍馬の名物「木
の芽煮」（きのめだき）。京佃煮専門店「くらま辻井」では先人から受け
継いだ手法そのままに今も作り上げ、白ごはん、おにぎり、お茶漬けな
どによく合います。白焼きした国産うなぎを秘伝のタレと山椒の風味で
仕上げた「うなぎ山椒煮」、上質なちりめんじゃこと山椒の実を炊きあ
げ、仕上げに葉山椒を使った「山椒じゃこ」の詰め合わせセットです。素
材のうまみを最大限に引き出した味わいは、多くの人を魅了しています。

くらま辻井
うなぎ山椒煮・山椒じゃこの詰合せ

オンラインショップは
こちらから

高さ29.5cm、直径8cm
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京都商工会議所
ビジネスサポートデスクが

あなたのビジネスを

応援
Vol.3

事業承継を
 経営支援員の私が

支援します！！

「円滑な事業承継」に向けて、事業承継の課題や
経営課題などの洗い出し・解決のお手伝いをしま
す。行政をはじめ、公的支援機関や金融機関、士
業団体と連携しています。お気軽にご相談ください。

京都商工会議所 
中小企業支援部内
下京区四条通室町東入 京都経済センター7階

TEL:075-353-7120

京都商工会議所を活用しよう！ 
経営支援員が二人三脚でサポートします

事業所の所在地（創業予定地）を担当するビジネスサポートデスクにご相談ください！2025年
7月10日（木）

8月17日（日）

～

応
募
期
間

詳しくはこちら

親  族 第 三 者役員・従業員

詳しくは
こちら

ホームページで支援事例を紹介しています

秘密
厳守

公正
中立

相談
無料

キャラクター
ネーミング募集

ビジネスサポートデスク
【担当行政区:上京区、中京区、下京区、東山区、山科区】

TEL 075-341-9790

洛北ビジネスサポートデスク
【担当行政区:北区、左京区】

TEL 075-701-0349

洛西ビジネスサポートデスク
【担当行政区:右京区※旧京北町除く、西京区】

TEL  075-314-8771

洛南ビジネスサポートデスク
【担当行政区:伏見区、南区】

TEL 075-611-7085

私の名前を
つけて
ください!!
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京
都
市
在
住
の
ビ
ー
ル
活
動
家
、
ま
す

だ
け
ん
た
ろ
う
と
申
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
こ

の『
ハ
ン
ケ
イ
５
０
０
m
』で
、
京
都
の
ビ
ー

ル
の
魅
力
を
伝
え
る
記
事
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。ま
ず
今
回
は
、カ
ン
タ
ン
に
こ

れ
か
ら
書
い
て
い
き
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、み

な
さ
ま
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
酒
の
醸
造
で
世
界
で
そ
の
名
を
知

ら
れ
る
京
都
で
す
が
、
い
ま
ビ
ー
ル
の
醸
造

所
も
続
々
と
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。そ
の

数
は
京
都
府
下
で
20
箇
所
を
超
え
て
い
ま

す
（
※
醸
造
所
は
以
下
の
一
覧
の
通
り
）。そ

れ
ぞ
れ
の
醸
造
所
が
地
域
の
特
性
を
活
か

し
な
が
ら
、
個
性
豊
か
な
ビ
ー
ル
を
造
っ
て

い
ま
す
。

　
実
は
京
都
は
、水
、麦
、ホ
ッ
プ
、酵
母
と

ビ
ー
ル
に
必
要
な
原
材
料
を
地
域
で
そ
ろ

え
る
こ
と
が
出
来
る
場
所
で
す
。京
都
由

来
の
原
材
料
を
使
っ
て
、
京
都
ら
し
い
ビ
ー

ル
を
造
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
他
の
産
地
に

は
な
い
大
き
な
特
徴
に
な
り
ま
す
。ま
た
各

地
域
の
農
産
物
も
副
原
料
と
し
て
活
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
引
き
出
し
た
お
い

し
い
ビ
ー
ル
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
そ
ん
な
京
都
な
ら
で
は
の
ビ
ー
ル

の
魅
力
を
少
し
で
も
多
く
の
人
た
ち
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
、
２
０
２

２
年
か
ら
本
格
的
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、２
０
２
３
年
に
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
京
都
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
博
覧
会
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

に
深
く
関
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
毎
年
春
に
開
催
さ
れ
る「
ア
ー
ス
デ

イ
i
n
京
都
」で
は
、
岡
崎
公
園
の
一
角
で
、

「
キ
ョ
ウ
ト
・
ク
ラ
フ
ト
ビ
ア
・
エ
キ
ス
ポ
」

を
企
画
・
運
営
。エ
シ
カ
ル
消
費
に
興
味
の

あ
る
多
く
の
来
場
者
と
、京
都
の
ビ
ー
ル
の

接
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
い
っ
て
も
私
自
身
は
イ
ベ
ン
タ
ー
で
は

な
く
、ビ
ー
ル
を
造
る
立
場
で
も
な
く
、
売

る
立
場
で
も
な
く
、
た
だ
の
ビ
ー
ル
好
き
の

呑
ん
ベ
ぇ
が
、
ビ
ー
ル
好
き
の
輪
を
広
げ
た

い
だ
け
の
活
動
で
す
。

　
こ
の
企
画
で
は
、
各
醸
造
所
や
ビ
ア
バ
ー

だ
け
で
な
く
、ビ
ー
ル
の
原
材
料
な
ど
の
産

地
も
取
材
。京
都
の
ビ
ー
ル
の
魅
力
を
み
な

さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。ビ
ー
ル
好

き
の
み
な
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

誰よりもビールをこよなく愛する男、ますだけんたろう。

白い泡の如きビール愛があふれる、不定期の新連載が始まります。

けんたろうが出会った

ビ
ー
ル
の
輪
を
広
げ
た
い
…
…

だ
か
ら
、ビ
ー
ル
活
動
家
！

屋外イベントとビールの相性は最高です！

京都府下の
ビール醸造所

丹後王国ブルワリー（京丹後市）
KOHACHI beerworks（宮津市／活動休止中）
かけはしブルーイング／丹後屋醸造（与謝野町）
京都舞鶴ブルワリー（舞鶴市）
CRAFTBANK（福知山市）
Primary Barrels（福知山市）
ひよし山の家醸造所（南丹市）
KYOTO NUDE BREWERY（京都市右京区）
O BEER KYOTO（京都市北区）
京都・一乗寺ブリュワリー（京都市左京区）

ウッドミルブルワリー・京都（京都市上京区）
西陣麦酒（京都市上京区）
Bighand Bors. Brewery（京都市上京区）
京都町家麦酒（京都市中京区）
京都嵐山ブルワリー（京都市中京区）
スプリングバレーブルワリー京都（京都市中京区）
祇園ビール（京都市下京区／委託醸造）
52's Brewing Exploration（京都市右京区）
京都ビアラボ（京都市下京区）
KBL THE GARAGE（京都市下京区）

京都醸造（京都市南区）
麦忽酒造合同会社（京都市南区）
Fujinomori Beer & C（京都市伏見区）
京都伏見醸造所（京都市伏見区）
家守酒造（京都市伏見区）
黄桜株式会社（京都市伏見区）
アルデアやましろビールズ（京田辺市／委託醸造）
ことことビール（木津川市）

※2025年5月現在、京都麦酒博覧会調べ

限定醸造もあります。
各醸造所に直接ご確認ください。

佐々木酒造の米麹を使用！
西陣麦酒／銀蘭のオリゼ

京都亀岡産の麦芽、京都与謝野産の
ホップを使った定番ビール、「テロワール
KYOTO ゴールデンエール」。そのレシピ
をベースにして、京都由来の野生酵母で
醸造したオール京都の原材料によるビー
ルです。見た目は濁りがあって、酵母のフ
ルーティーな風味が立ち、麦芽の香りと
ホップの柑橘感が広がります。※限定醸造

オール京都の原材料に感激！
京都・一乗寺ブリュワリー／京みやび

     　　　　 京都・一乗寺ブリュワリー　
     　　　　 https://kyoto-ichijoji-brewery.com/
比叡山にも近く、新しい文化を生み出してきた一乗寺と
いうまちで、伝統的なあじわいの中に新しい驚きを秘め
た京都らしいビール造りに取り組んでいます。定番商品
は、食事に合う風味と口当たり。そして、「Terroir KYOTO」
シリーズでは、京都由来の素材にこだわり、その土地の
個性を活かして造っています。

西陣麦酒の醸造家が、醸造所の
近くにある佐々木酒造に出向き、
杜氏たちと一緒に米麹を仕込みま
した。それを贅沢に使って造られた
ビールのスタイルは Brut IPA。キ
レのあるドライな口当たりでありつ
つ、麦芽の風味、ホップのアロマが
感じられるドリンカブルな仕上がり。

     　　　　 西陣麦酒　
     　　　　 https://nishijin-beer.com/
西陣麦酒の母体は社会福祉法人菊鉾会ヒーローズ。生活介護
及び就労継続支援 B 型事業として運営されています。地域との
連携や、農業と福祉を結びつける「農福連携」にも力を入れ、個性
豊かなクラフトビールを産み出しています。それぞれの幸せのため
にお互いに尊重し合いながら、みんなが楽しむ。その理念が、
”WELL-BEERING！”という造語に集約されています。

ことことビールとホテルカンラ京都のコラ
ボビールです。カンララウンジで提供され
ている「AWAKE Lemonade」を作る際
の副産物、大量の有機レモンの皮を原
料に使用しています。国産レモンの風味
と酸味、上品な香りが感じられる爽やか
な作りのビールです。※ホテルカンラ京都限定販売

国産レモンの風味がさわやか！
ことことビール × ホテルカンラ京都／感洛麦酒LEMON

     　　　　 ことことビール　
     　　　　 https://kotokotobeer.com/
ことことビールは、京都と奈良、ふたつの古都に挟まれた、
木津川市のビール醸造所。日本酒造りの経験を活かし
て、手間ひまをかけて造られています。小規模ならではの
機動性で、周辺地域や大学との連携にも力を入れていて、
魅力的なビールを産み出しています。

Vol.1

商社と通販会社で会社勤めを20数年。貿
易で始まった職種は、商品企画／開発・
バイヤー・媒体制作、果ては店舗開発ま
で。その過程で、マーケティングやブラン
ディング、広報やコミュニケーションデザ
インなどの基本を習得。いまはマルチす
けったー（マルチ助っ人er＝足りないピー
スを補うひと）として、これまでの経験をみ
なさまに還元できればと思って活動中。
ビール活動家としては、京都のビールの應
援團「京都麦酒博覧会」と称して、主にエ
シカル系のイベントと京都のビール醸造
所をつなぎます。1000日間、noteでビール
日記を書いてました。（現在はお休み）
https://note.com/mknt　

こんなにあるよ！

ビ
ー
ル
活
動
家

ま
す
だ
け
ん
た
ろ
う

京都の偏愛ビール！京都の偏愛ビール！

2

1

3

ビー
ル活
動家

ます
だけ
んた
ろう
の

京都の
クラフトビールに

夢中！

京都の
クラフトビールに

夢中！

京都の
クラフトビールに

夢中！
BREWERY
DATA

BREWERY
DATA

BREWERY
DATA

京みやび

感洛麦酒LEMON

銀蘭のオリゼ
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半
導
体
を
作
る
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
世
界
で
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
の 

輝
き
を
放
つ
実
力
派
の
京
都
企
業
・
T
O
W
A
。 

T
O
W
A
同
様
の「
実
力
派
」に
注
目
、 

研
究
室
や
学
生
た
ち
の
活
動
を
レ
ポ
ー
ト
！ 

大
学
★
レ
ポ
ー
ト

の

実
力
派

リクルートサイト Instagram

TOWA株式会社

もよりバス停は「市民防災センター前」

z075-692-0250　
x京都市南区上鳥羽上調子町5番地
https://www.towajapan.co.jp/

レ
ー
ザ
ー
加
工
や
機
械
加
工
の
研
究
に
取

り
組
む
龍
谷
大
学
先
端
理
工
学
部
の
小
川
圭

二
研
究
室
。
そ
の
特
徴
は
、
中
小
企
業
の
困

り
ご
と
を
解
決
す
る
研
究
ス
タ
イ
ル
だ
。

中
小
企
業
の
お
悩
み
解
決
も

大
学
の
大
事
な
役
割

微
細
加
工
や
レ
ー
ザ
ー
熱
処
理
、
金
属
の

３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
小
川
研
究
室

が
取
り
組
む
テ
ー
マ
は
一
見
バ
ラ
バ
ラ
に
思

え
る
。
だ
が
共
通
す
る
の
は
「
現
場
の
課
題

を
解
決
す
る
」
と
い
う
研
究
姿
勢
だ
。「
９
割

が
企
業
と
の
共
同
研
究
。
中
小
企
業
な
ど
の

困
り
ご
と
に
、
大
学
の
立
場
か
ら
相
談
に
乗

っ
て
い
ま
す
」
と
小
川
圭
二
先
生
は
話
す
。

小
川
先
生
自
身
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
と

関
わ
り
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で
き
た
。

実
家
は
鉄
工
業
を
営
む
町
工
場
。
同
志
社
大

学
で
機
械
工
学
を
学
ん
だ
。
大
学
院
を
経
て

就
職
し
た
も
の
づ
く
り
企
業
で
は
、
「
５
年
ぐ

ら
い
か
け
て
、
企
業
に
所
属
す
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
仕
事
の
基
礎
を
体
得
で
き
ま
し
た
」
と

振
り
返
る
。
そ
の
後
、
指
導
教
員
の
誘
い
で

研
究
室
に
戻
っ
た
。
以
降
は
研
究
者
と
し

て
、
滋
賀
県
立
大
学
を
経
て
龍
谷
大
学
へ
。

民
間
企
業
で
の
経
験
は
、
大
い
に
研
究
に
役
立

っ
て
い
る
。「
基
礎
研
究
も
意
義
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
課
題
解
決

に
直
結
す
る
研
究
も
大
学
の
役
割
。
そ
れ
は

以
前
い
た
滋
賀
県
立
大
学
か
ら
継
続
し
て
、

今
も
大
切
に
し
て
い
る
精
神
で
す
」
と
小
川

先
生
は
話
す
。

賞
で
き
る
。
さ
ら
に
は
視
覚
障
害
が
あ
る
人

に
も
鑑
賞
の
方
法
が
広
が
る
。

拡
大
や
縮
小
も
簡
単
な
３
Ｄ
デ
ー
タ
の
活

用
は
、
さ
ら
な
る
展
開
に
も
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
。
巨
大
な
大
仏
を
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の

レ
プ
リ
カ
に
し
て
愛
で
た
り
、
細
か
な
造
形

を
何
十
倍
に
も
拡
大
し
て
眺
め
た
り
。
新
た

な
展
示
の
形
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
る

人
に
な
っ
て
ほ
し
い

社
会
に
役
立
つ
研
究
が
で
き
る
小
川
研
究

室
。
学
生
の
指
導
方
針
を
尋
ね
る
と
「
自
分

で
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

「
自
分
で
考
え
た
こ
と
が
う
ま
く
い
く
と
、

達
成
感
と
高
揚
感
が
す
ご
く
あ
り
ま
す
よ

ね
。
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
、
学
生
た

ち
に
は
成
功
体
験
を
積
ん
で
も
ら
い
た
い
」。

現
場
に
足
を
運
び

産
官
学
連
携
で
問
題
解
決

企
業
の
相
談
は
自
治
体
の
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
を
通
し
て
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
が
多

い
。「
優
れ
た
経
験
知
を
持
つ
中
小
企
業
は
多

い
が
、
製
造
現
場
で
予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
る
と
、
計
測
や
分
析
が
難
し
い
。
そ
こ
で

僕
た
ち
が
計
測
装
置
を
活
用
し
、
改
善
策
を

一
緒
に
考
え
ま
す
」。
問
題
解
決
に
は
、
現

場
・
現
物
・
現
実
を
観
察
す
る
三
現
主
義
が

鉄
則
だ
。

龍
谷
大
学
に
着
任
し
て
か
ら
は
さ
ら
に
研

究
の
幅
が
広
が
っ
た
。
特
に
ユ
ニ
ー
ク
な
の

が
文
化
財
展
示
に
関
す
る
研
究
。
仏
教
総
合

博
物
館
で
あ
る
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
、
古

典
籍
・
文
化
財
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究

セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
同
大
学
の
特
色
を
活

か
し
て
、
文
系
理
系
の
枠
を
越
え
た
研
究
が

始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例
が
工
芸
品
や
建

物
の
装
飾
を
作
る
彫
金
師
の
技
術
を
、
機
械

加
工
に
応
用
す
る
研
究
だ
。

「
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
彫
金
師
の
技
を
機
械

が
真
似
る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
模
様
を
等

間
隔
に
並
べ
る
な
ど
、
機
械
の
得
意
分
野
も

あ
る
。
そ
れ
ら
を
活
か
し
て
手
仕
事
と
機
械

加
工
の
融
合
を
目
指
し
た
い
」
と
話
す
。

ま
た
、
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
と
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト

で
作
成
し
た
仏
像
の
レ
プ
リ
カ
な
ど
「
触
れ

る
展
示
」
の
研
究
も
行
っ
て
い
る
。
博
物
館

で
は
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
、
展
示
と
入

場
者
の
距
離
を
開
け
る
こ
と
が
多
く
、
も
ち

ろ
ん
直
に
触
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か
し

レ
プ
リ
カ
な
ら
、
手
で
触
れ
て
細
部
ま
で
鑑

そ
ん
な
小
川
先
生
を
「
と
に
か
く
優
し

い
、
た
ま
に
厳
し
い
」
と
評
す
る
の
は
、
樹

脂
と
金
属
を
レ
ー
ザ
ー
接
合
す
る
研
究
を
し

て
い
る
修
士
課
程
１
年
の
藤
田
高
行
さ
ん
。

同
じ
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
修
士
課
程
２
年
の

出
島
響
さ
ん
も
「
小
川
先
生
は
面
倒
見
が
よ

く
て
、
い
つ
も
助
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
。
文
化
財
展
示
の
研
究
に

取
り
組
む
修
士
課
程
２
年
の
鈴
木
翔
太
さ
ん

は
、
研
究
の
醍
醐
味
に
つ
い
て
「
ス
キ
ャ
ン

し
た
も
の
が
す
ぐ
に
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
で
出
力

で
き
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
。
小
川
先
生

の
研
究
室
で
学
び
、
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
」

と
語
る
。

研
究
は
机
の
上
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な

く
、
文
字
通
り
社
会
や
世
界
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
学
生
時
代
か
ら
そ
の
こ
と
を
実
感
で

き
る
意
義
は
大
き
い
。
も
の
づ
く
り
の
現
場

と
深
く
関
わ
る
研
究
室
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で

き
る
、
科
学
と
実
践
の
調
和
が
そ
こ
に
あ
る
。

小川圭二先生

研究室のみなさん

研究テーマは「樹脂と金属

のレーザ直接接合」（出島さ

ん、藤田さん）、「３Ｄ計測と

３Ｄ加工による文化財ハンズ

オン展示」（鈴木さん）。小川

先生の指導のもと、研究室が

追究する11のテーマをそれぞ

れの学生が研究している。

極小サイズの医療検査チップや

マイクロニードルを作るには、

それだけ小さな金型が必要。

1000分の1ミリの精度を実現す

るために刃径0.5ミリを下回る微

細切削工具を使いこなす。

龍谷大学 先端理工学部 小川研究室を訪問！修士課程2年

出島 響さん

修士課程1年

藤田高行さん

修士課程2年

鈴木翔太さん
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「司法研究」のこれから
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ガ
バ
ナ
ン
ス
（
企
業
統
治
）
の
重
要
性
が
説
か
れ
、

企
業
の
不
祥
事
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
企
業
価

値
を
高
め
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
や
ル
ー

ル
が
有
用
か
、
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
社
外
取
締
役
の
設
置
の
義

務
付
け
な
ど
も
そ
の
よ
う
な
議
論
の
一つ
と
し
て
出

て
き
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
企
業
買

収
の
在
り
方
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

ー
国
内
大
手
の
総
合
流
通
持
株
会
社
が
カ
ナ
ダ

企
業
か
ら
買
収
提
案
さ
れ
た
問
題
や
、
京
都
に
本

社
を
置
く
電
機
メ
ー
カ
ー
が
同
意
な
き
T
O
B

（
株
式
公
開
買
い
付
け
）
を
仕
掛
け
た
問
題
な
ど
、

企
業
買
収
を
め
ぐ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
目
に
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
上
場
会
社
の
株
式
は
基
本
的
に
自
由
に
売
買
で

き
ま
す
し
、
会
社
法
の
基
本
原
則
と
し
て
、
よ
り

多
く
の
株
を
持
つ
人
が
株
主
総
会
で
議
決
権
を
行

使
し
、
適
任
だ
と
思
う
人
を
経
営
者
に
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
誰
が
経
営
者
に
な
る
か
を
決
め

る
の
は
株
主
で
あ
る
べ
き
で
、
現
在
の
経
営
者
の

判
断
だ
け
で
株
の
買
い
集
め
に
よ
る
経
営
権
の
取

得
を
困
難
に
す
る
対
抗
措
置
を
と
る
こ
と
は
、
適

切
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

最
近
は
、
議
論
の
状
況
は
以
前
よ
り
複
雑
に
な
っ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
現
在
の
株
主
が
「
こ
の

ま
ま
株
を
保
有
し
続
け
る
と
、
損
を
す
る
か
も
し

　
経
営
の
正
し
い
舵
取
り
を
実
現
す
る
た
め
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
企
業
統
治
）、
株

式
取
得
を
通
じ
て
企
業
の
経
営
権
を
得
る
M
＆

A
、
万
が
一
の
病
気
や
事
故
を
保
障
す
る
保
険
商

品
を
め
ぐ
る
取
引

ー
。
企
業
や
個
人
の
経
済
活

動
は
、
商
法
や
会
社
法
を
は
じ
め
と
す
る
法
律
が

深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
同
志
社
大
学
大
学
院
司
法

研
究
科
の
洲
崎
博
史
教
授
は
、
多
年
に
わ
た
り

様
々
な
事
例
を
研
究
し
、
政
府
の
法
制
審
議
会
委

員
も
務
め
る
第
一
人
者
と
し
て
、
法
曹
を
志
望
す

る
学
生
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。「
法
律
家
や
法

律
学
者
の
責
務
は
、
多
様
な
事
例
を
知
っ
て
比
較

す
る
中
で
、
最
善
と
思
わ
れ
る
解
決
法
を
導
く
こ

と
。
経
験
を
重
ね
る
ほ
ど
に
深
ま
っ
て
い
く
息
の

長
い
仕
事
で
す
」
と
語
る
洲
崎
教
授
が
思
い
描
く
、

「
司
法
研
究
」
の
こ
れ
か
ら

ー
。

ー
洲
崎
先
生
が
専
門
と
さ
れ
て
い
る
会
社
法
と

保
険
法
の
研
究
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
最
初
、
会
社
法
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
あ

と
、
30
歳
頃
か
ら
保
険
法
に
も
興
味
を
持
ち
、
そ

の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

　
保
険
法
分
野
に
お
け
る
法
的
紛
争
の
代
表
的
な

も
の
と
し
て
、
告
知
義
務
違
反
に
よ
る
保
険
契
約

の
解
除
が
あ
り
ま
す
。
保
険
法
の
条
文
に
は
、
保

険
契
約
者
に
告
知
義
務
違
反
が
あ
っ
た
場
合
、
保

険
会
社
は
保
険
契
約
を
解
除
し
て
保
険
金
の
支
払

を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
で

す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
況
な
ら
ば
こ
の

条
文
が
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
一
義
的
で
は
な

く
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
研
究
で
は
、

他
の
研
究
者
に
よ
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、

様
々
な
紛
争
事
案
の
事
実
関
係
と
判
決
文
を
精
査

し
な
が
ら
、
将
来
同
種
の
紛
争
が
生
じ
た
と
き
に

応
用
可
能
な
規
範
や
法
則
を
見
出
す
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。  

　
会
社
法
に
お
い
て
は
、
昨
今
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

1982年、京都大学法学部卒業。
1987年、京都大学大学院法学研
究科博士後期課程研究指導認定
退学。京都大学法学部助教授、京
都大学大学院法学研究科教授、
京都大学大学院法学研究科研究
科長を経て、2023年より現職。専
門は保険法と会社法。金融審議会
委員・同WG座長や金融庁WG・
同有識者会議座長など政府審議
会の要職を歴任。趣味はサッカー
J1京都サンガFCの応援。

同志社大学 大学院 司法研究科 教授
洲崎博史 教授

WEB版では
インタビュー動画も
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れ
な
い
」
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
て
や
む
な

く
株
を
手
放
し
、
そ
れ
を
買
い
集
め
て
会
社
支
配

権
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
ケ
ー
ス
を
「
強
圧
性
」

の
あ
る
買
収
と
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
強
圧
性
が

疑
わ
れ
、
株
の
買
い
集
め
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る

と
い
え
る
場
合
は
、
現
経
営
者
側
に
買
収
を
阻
止

す
る
た
め
の
対
抗
手
段
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー
法
曹
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
学
生
の
方
に
向

け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
法
律
学
は
、
初
学
者
の
う
ち
は
誰
も
が
た
く
さ

ん
の
誤
解
・
間
違
い
を
し
ま
す
が
、
そ
の
間
違
い

を
一
つ
一
つ
正
し
て
い
く
こ
と
で
学
力
が
向
上
し
ま

す
。
法
科
大
学
院
で
は
事
例
問
題
を
素
材
と
し
て
、

教
師
と
少
人
数
の
学
生
が
双
方
向
に
や
り
と
り
を

し
な
が
ら
授
業
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

学
生
自
身
と
教
師
の
や
り
と
り
だ
け
で
な
く
、
他

の
学
生
と
教
師
の
や
り
と
り
を
聞
く
中
で
自
分
の

間
違
い
に
気
付
き
、
理
解
を
正
す
機
会
が
無
数
に

あ
り
ま
す
。
法
律
の
正
し
い
理
解
を
得
る
に
は
、

法
科
大
学
院
に
勝
る
と
こ
ろ
は
な
い
で
し
ょ
う
。

  

法
律
学
は
、
若
い
頃
の
勉
強
や
経
験
が
後
々
に

生
き
て
く
る
息
の
長
い
仕
事
で
す
。
そ
れ
は
弁
護

士
等
の
実
務
法
曹
で
あ
っ
て
も
、
法
律
学
者
で
あ
っ

て
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
法
律
家
と
な
っ
た
後

も
日
々
勉
強
を
続
け
、
経
験
を
蓄
積
し
て
い
け
ば
、

年
齢
を
重
ね
て
も
活
躍
で
き
る
は
ず
で
す
。

　京
都
の
足
は
な
ん
と
い
っ
て
も
バ
ス

だ
。　バ

ス
の
こ
と
は
書
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
か
な
？
　書
い
た
よ
う
な
気
も
す
る

け
ど
ま
ァ
い
い
か
。

　50
年
近
く
前
、
立
命
の
受
験
の
日
は

稀
に
見
る
大
雪
で
、
京
都
駅
前
の
バ
ス

停
は
鬼
の
よ
う
に
人
々
が
行
列
を
つ

く
っ
て
い
た
。

　立
命
に
行
く
に
は
ど
の
バ
ス
停
に
並

べ
ば
い
い
の
か
、よ
く
分
ら
な
か
っ
た
。

も
っ
と
事
前
に
調
べ
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
。そ
の
何
年
か
前
に
偶
然
、
立
命
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
前
を
通
り
過
ぎ
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
あ
の
頃
は
た
し
か
御
所

の
側
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
思
う
。今

は
ど
う
や
ら
移
転
し
て
、
衣
笠
？
　金

閣
寺
？
　の
近
く
に
あ
る
ら
し
い
。い

い
か
げ
ん
な
も
の
だ
。

　そ
ん
な
あ
や
ふ
や
な
情
報
を
元
に
、

バ
ス
停
の
表
示
板
に「
金
閣
寺
」の
文
字

を
見
付
け
て
、
一
抹
の
不
安
と
と
も
に

と
り
あ
え
ず
乗
り
込
ん
だ
。試
験
開
始

時
刻
ま
で
は
少
し
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、

ま
ァ
、何
と
か
到
着
で
き
る
だ
ろ
う
、と

い
う
甘
い
目
論
見
は
、
見
事
に
粉
砕
さ

れ
た
。

　ま
ず
は
お
も
い
き
り
バ
ス
の
路
線
を

ま
ち
が
え
て
お
り
、
最
終
的
に
は
立
命

の
近
く
へ
到
着
す
る
も
の
の
、
大
き
く

遠
回
り
を
す
る
た
め
、
京
都
駅
か
ら
は

小
一
時
間
ほ
ど
か
か
る
系
統
に
乗
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
。そ
の
上
、大
雪
の
せ
い

で
、バ
ス
は
速
度
が
出
せ
ず
、ジ
ョ
ギ
ン

グ
ス
ピ
ー
ド
よ
り
も
遅
い
。途
中
で
降

り
て
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぼ
う
か
と
も
思
っ

た
が
、
そ
も
そ
も
ほ
と
ん
ど
ク
ル
マ
が

走
っ
て
い
な
い
。

　結
局
、極
寒
の
中
、あ
ぶ
ら
汗
ま
み
れ

で
立
命
に
着
い
た
の
は
、バ
ス
乗
車
後
、

二
時
間
あ
ま
り
過
ぎ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

試
験
は
始
ま
っ
て
か
ら
30
分
ほ
ど
経
っ

て
い
た
。自
分
は
ボ
ー
然
と
し
な
が
ら

食
堂
に
入
り
、
持
っ
て
き
た
弁
当
を
パ

ク
パ
ク
食
べ
、そ
っ
と
家
路
に
つ
い
た
。

こ
れ
が
自
分
の
人
生
の
中
で
の
大
き
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ひ
と
つ
「
幻
の
立
命
館

受
験
」で
あ
る
。

　こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
京
の
バ
ス
は

新
参
者
に
は
や
や
こ
し
い
。特
に
大
阪

か
ら
移
っ
て
き
た
自
分
ら
に
は
、
鉄
道

網
の
乏
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
。や
っ

ぱ
り
ア
レ
な
の
だ
ろ
う
か
、
京
都
の
場

合
、地
下
を
掘
る
と
、や
や
こ
し
い
遺
跡

な
ん
か
が
出
土
し
ま
く
る
、
と
い
う
こ

と
な
ん
だ
ろ
う
か
。工
事
ど
こ
ろ
で
は

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。い
ろ
ん

な
事
情
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
も
う
少

し
地
下
鉄
で
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
バ
ス
へ
の
負
担
も
軽
く
な
る
と
思

う
の
だ
が
。

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ブ
ー
ム
（
こ
れ
は

一
過
性
の
ブ
ー
ム
だ
と
自
分
は
考
え
て

ま
す
）が
続
い
て
、近
ご
ろ
の
京
都
の
バ

ス
は
、
お
そ
ろ
し
く
混
雑
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
。最
近
も
、楽
器
を
背
負
っ
て

乗
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
乗
れ
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。ま
た
、後
方
の
席
へ
乗

り
込
ん
で
し
ま
う
と
、
降
車
時
に
と
て

も
前
方
へ
行
け
な
い
の
で
、
乗
車
口
か

ら
出
る
し
か
な
い
。ち
ゃ
っ
か
り
し
た

連
中
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
料
金
を
払
う

こ
と
な
く
、
て
ー
ッ
と
ど
こ
か
へ
走
り

去
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
や
た
ら
こ
す
っ

か
ら
い
。性
善
説
に
支
え
ら
れ
た
こ
う

い
う
シ
ス
テ
ム
の
、
大
き
な
弱
点
だ
と

思
う
。

　そ
れ
に
し
て
も
バ
ス
の
運
転
手
は
た

い
へ
ん
だ
な
、
と
少
な
か
ら
ず
同
情
し

て
し
ま
う
。降
車
口
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
一
日
に
果
し
て
ど
れ
く
ら
い
あ
る

ん
だ
ろ
う
。特
に
外
国
人
客
と
の
や
り

取
り
な
ん
か
は
か
な
り
気
を
つ
か
う
に

ち
が
い
な
い
。頻
繁
に
ト
ラ
ブ
ッ
て
い

る
の
を
目
に
す
る
。他
の
乗
客
も
怒
り

出
し
た
り
。

　思
う
に
、
外
国
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の

一
因
は
、
運
転
手
の
英
語
力
に
も
あ
る

気
が
す
る
。「
周
遊
券
の
期
限
が
切
れ
て

い
る
」
み
た
い
な
こ
と
を
日
本
語
で
い

く
ら
言
っ
て
も
通
じ
な
い
だ
ろ
う
。市

バ
ス
の
講
習
会
か
な
ん
か
で
、
こ
う

い
っ
た
最
低
限
の
業
務
用
語
の
英
会
話

を
教
え
て
、
そ
れ
ら
を
覚
え
な
く
と
も

紙
に
書
い
て
、
運
転
席
の
脇
に
で
も

貼
っ
て
お
け
ば
ど
う
か
。そ
れ
だ
け
で

も
か
な
り
ト
ラ
ブ
ル
を
防
げ
る
と
思
う
。

　運
転
手
に
は
ま
た
、
い
ろ
ん
な
個
性

の
人
々
が
い
て
、
そ
の
個
性
は
車
内
ア

ナ
ウ
ン
ス
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
。自

分
は
ど
う
し
て
も
そ
う
し
た
方
向
に
気

が
い
っ
て
し
ま
う
の
で
、
不
思
議
な
声

色
の
人
、奇
妙
な
言
い
回
し
の
人
、な
ど

に
出
会
う
と
、
無
性
に
嬉
し
く
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
。何
と
い
う
か
、「
当
り
」を

引
い
た
よ
う
な
と
い
う
か
、
そ
ん
な
気

分
に
な
っ
て
し
ま
う
。ち
な
み
に
自
分

は
降
車
時
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
殆
ど

な
い
の
だ
が
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
目
付

き
が
悪
か
っ
た
り
、
不
審
な
感
じ
が
す

る
せ
い
な
の
だ
ろ
う
か
？
　

イラスト / 山本精一

x京都市中京区六角通富小路東入ル大黒町80番地3
バナナとイエロう  z075-213-0877　https://banana-to-yellow.jp/
宮脇賣扇庵  z075-221-0181　http://www.baisenan.co.jp/

山本精一（やまもと・せいいち）
1958年兵庫県生まれ。国内アヴァン・ポップの先駆者として知
られ、'86年に日本のオルタナティブ・ロック・バンド「ＢＯＲＥＤＯ
ＭＳ」に参加。その後「想い出波止場」や「羅針盤」、「ROVO」な
ど数多くのユニットを結成し、国内外で活躍。ソロでも人気を博
す。2019年10月には自身がプロデュースするライブスペース
「ミングル」を木屋町にOPEN。精力的な活動を続けている。

山本精一（やまもと・せいいち）
1958年兵庫県生まれ。国内アヴァン・ポップの先駆者として知
られ、'86年に日本のオルタナティブ・ロック・バンド「ＢＯＲＥＤＯ
ＭＳ」に参加。その後「想い出波止場」や「羅針盤」、「ROVO」な
ど数多くのユニットを結成し、国内外で活躍。ソロでも人気を博
す。2019年10月には自身がプロデュースするライブスペース
「ミングル」を木屋町にOPEN。精力的な活動を続けている。

ミングル
https://mingle.localinfo.jp/  
京都市中京区西木屋町通六角下ル

西木屋町のライブスペース

山本精一 ESSAY

ハン
ケイ
五
百
米

ど
こ
ろ
で
は
な
いハナシ

バス
の
巻
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ヤノベケンジ
現代美術作家。京都芸術大学美術工
芸学科教授。ウルトラファクトリーディレ
クター。1965年大阪生まれ。1991年京
都市立芸術大学大学院美術研究科
修了。1990年代初頭より、「現代社会
におけるサヴァイヴァル」をテーマに機能
性を持つ大型機械彫刻を制作。幼少
期の遊び場だった大阪万博の会場跡地

「未来の廃墟」を創作の原点とする、ユ
ーモラスな形態に社会的メッセージを込
めた作品群は国内外から評価が高い。
1997年放射線感知服《アトムスーツ》を身にまといチェルノブイリを訪れる《アトムス
ーツ・プロジェクト》を敢行。21世紀の幕開けとともに、制作テーマを「リヴァイヴァル」
へと移行。2011年、東日本大震災後、希望のモニュメント《サン・チャイルド》を制作
し、国内外で巡回。 2017年、「船乗り猫」をモチーフにした、旅の守り神《SHIPʼS 
CAT》シリーズを制作開始。2022年に開館した大阪中之島美術館のシンボルと
して《SHIPʼS CAT（Muse）》が恒久設置される。 https://www.yanobe.com/

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
（
瀬
戸
芸
）
の
開
催
地
の
1

つ
で
あ
る
、
小
豆
島
。
ヤ
ノ
ベ
ケ
ン
ジ
の
作
品
を

全
国
で
も
っ
と
も
多
く
所
有
し
、
ヤ
ノ
ベ
と
は
関

係
が
深
い
ま
ち
だ
。
2
0
2
5
年
の
瀬
戸
芸
の
出

展
作
品
は
、
ヤ
ノ
ベ
の
代
表
作
《SH

IP’S C
AT

》

の
ペ
ア
作
品
。
小
豆
島
町
と
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
リ
ー

株
式
会
社
か
ら
依
頼
が
あ
り
展
示
し
た
も
の
だ
。

1
つ
は
小
豆
島
と
神
戸
を
結
ぶ
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
リ

ー
「
あ
お
い
」
の
デ
ッ
キ
に
展
示
さ
れ
て
い
る

《SH
IP’S C

AT(Boarding)

》。
旅
や
冒
険
を
守
る

「
船
乗
り
猫
」
で
、
地
域
に
幸
福
を
運
ぶ
シ
ン
ボ
ル

に
も
な
っ
て
い
る
。《SH

IP’S C
AT

》
シ
リ
ー
ズ

を
船
上
設
置
す
る
の
は
、
今
作
が
世
界
で
初
め
て

だ
。も
う
1
つ
は
小
豆
島
・
坂
手
港
の
新
タ
ー
ミ
ナ

ル
「
さ
か
て
ら
す
」
の
屋
上
テ
ラ
ス
か
ら
船
に
飛

び
乗
ろ
う
と
す
る
《SH

IP’S C
AT(Jum

ping)

》。

こ
の
1
ペ
ア
で
《Journey of SH

IP’S C
AT

》

と
題
さ
れ
た
作
品
は
、
ア
ー
ト
と
小
豆
島
の
新
た

な
可
能
性
を
探
る
意
欲
的
な
試
み
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
る
。

ヤ
ノ
ベ
と
小
豆
島
の
関
係
は
、
10
年
以
上
前
に

さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
、
過
疎
化
が
進
む
瀬
戸
内
海

地
域
に
、
北
川
フ
ラ
ム
氏
が
芸
術
監
督
と
な
り

2
0
1
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
再
生
の
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
だ
。
第
2

回
目
の
2
0
1
3
年
に
は
小
豆
島
の
坂
手
港
と
醤

の
郷
の
エ
リ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
椿
昇
氏
が
就
任

し
、
ヤ
ノ
ベ
も
そ
こ
に
参
加
し
た
。

ヤ
ノ
ベ
は
、
ビ
ー
ト
た
け
し
氏
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
作
品
《
ア
ン
ガ
ー
・
フ
ロ
ム
・
ザ
・
ボ

ト
ム
》（
2
0
1
3
）
や
、
現
在
、
坂
手
港
の
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
に
な
っ
て
い
る
《
ス
タ
ー
・
ア
ン
ガ

ー
》（
2
0
1
2
）
な
ど
、
小
豆
島
に
多
数
の
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
ア
ー
ト
作
品
を
展
示
し
、
地
域
の

活
性
化
と
文
化
的
再
生
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

瀬
戸
芸
は
、若
者
の
移
住
を
促
進
す
る
な
ど
、地

域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
構
築
す
る
き
っ
か

け
と
な
り
、
日
本
の
地
方
創
生
モ
デ
ル
と
し
て
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
小
豆
島
に
お
い
て
も
、

ア
ー
ト
を
単
な
る
装
飾
や
観
光
資
源
と
し
て
で
は

な
く
、
地
域
振
興
の
重
要
な
戦
略
的
手
段
と
捉
え

て
い
る
。
ヤ
ノ
ベ
に
と
っ
て
も
、
若
い
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
の
協
働
作
品
の
創
作
や
《
ス
タ
ー
・
ア
ン

ガ
ー
》
を
中
心
と
し
た
盆
踊
り
、《
ア
ン
ガ
ー
・
フ

ロ
ム
・
ザ
・
ボ
ト
ム
》
を
納
め
る
美
井
戸
神
社
の

建
立
を
通
し
て
、
地
域
住
民
と
つ
な
が
り
を
持
つ

大
き
な
経
験
と
な
っ
た
。

ヤ
ノ
ベ
は
、
こ
の
小
豆
島
と
の
長
年
の
関
係
を

尊
く
感
じ
、
今
回
の
新
作
に
は
「
恩
返
し
」
の
思

い
を
込
め
て
い
る
。「
フ
ェ
リ
ー
の
航
路
が
消
え
、

か
つ
て
さ
び
れ
て
い
っ
た
街
が
、『
船
乗
り
猫
』
と

と
も
に
ま
た
多
く
の
人
を
運
び
、
夢
と
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」。
ア
ー
ト
が
地
域

を
変
え
る
、
そ
の
可
能
性
を
体
現
す
る
試
み
と
し

て
の
「SH

IP’S C
AT

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
の
新

作
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
2
5
の
目
玉
の

1
つ
と
し
て
、
国
内
外
か
ら
大
き
な
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
。

瀬戸内国際芸術祭2025
ヤノベケンジが紡ぐ、小豆島との芸術的対話
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本誌で連載中の着物イベントなども開催する、着
物の通販サイトは？

クイズに答えて素敵なプレゼントをゲット！

●京都シネマ 映画鑑賞券 ３名様 ※抽選

● 京フィル コンサートチケット 6月14日公演　 
10名様　※先着順（公演10日前まで）

前回の答　   飛雲閣

本物を知る京都人が本誌の内容から１問を出題します！ 答えは必
ず、本誌に書かれています。じっくり読んで、答えて下さいね！
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KNEECAP／ニーキャップ季節はこのまま

8/1（金）公開7/11（金）公開京都シネマ
おすすめ映画

2024│イギリス・アイルランド│105分
監督・脚本：リッチ・ペピアット
出演：モウグリ・バップ、モ・カラ、DJプロヴィ

Hors du temps│2024│仏│105分
監督：オリヴィエ・アサイヤス
出演：ヴァンサン・マケーニュ、ミシャ・レスコー

配給：アンプラグド

母国語の復権を掲げてアイルランド語でラップを
し、その過激な言動から「セックス・ピストルズ
以来の物議を醸すヒップホップ・トリオ」と呼ば
れるグループ、KNEECAP（ニーキャップ）。彼ら
自身が主演し「アイルランド版”トレインスポッ
ティング”」と評されている、ほぼ実話！？の物
語がここに誕生。世界最大級の音楽フェス【コー
チェラ】にも出演し、注目が集まっている彼らが
今夏、日本のスクリーンでも大暴れ！
　　　　　　　　  アップリンク京都　鳥井優希

2020年4月、新型コロナウイルスのパンデミック
により外出が制限されたフランス。映画監督のポ
ールは、弟と互いの恋人を連れて、子どものころ
に過ごした郊外の家でロックダウンを過ごすこと
に……。人びとの心の機微を繊細に描くフランス
の名匠オリヴィエ・アサイヤス監督が、誰もが経
験した“あの頃”＝すべてが止まってしまったかの
ような時間を描いた、圧倒的共感の物語。
　　　　　　　　  　　京都シネマ　川添ゆうき

京都シネマ  https://www.kyotocinema.jp
京都市下京区烏丸通四条下ル西側  COCON烏丸3F　 075-353-4723

上映情報の
ご確認はこちら

CiNEMA

アップリンク京都  https://kyoto.uplink.co.jp/
京都市中京区烏丸通姉小路下ル場之町586-2 新風館 地下1階　 075-600-7890

上映情報の
ご確認はこちら

アップリンク京都
おすすめ映画

アトツギオタクを自称し、「アトツギ」の
魅力やおもしろさを伝える活動家。1990
年、京都府生まれ。同志社大学卒。父方
は飲食兼土産物販売店、母方は工務
店を営む両親のもとに生まれるも、普段
は京都市役所に勤務。2024年、趣味で
「アトツギラボ」というコミュニティを立
ち上げる。2025年には一般社団法人応
縁堂を設立し、代表理事を務める。

地域に根差した企業とはどんな企
業でしょうか。本年で創業150周年
の老舗お餅屋のアトツギさん。学生
時代、自分の人生を考えたとき、根
底にあったのは家業の存在と自分
を育ててくれた京都だったそうで
す。家業と京都に恩返ししたいとい
う気持ちから後継を決意。京都の
文化、伝統行事や暮らしと深く結
びついている仕事で、店頭には赤
飯や季節の和菓子が並びます。彼
が大切にしているのは、「地元を大
切にする」の姿勢。どんなに観光客
が増えても、京都から離れた商売
はせず、地域のお客様との距離感
を大切にする。そして、「お客様に喜
んでいただけるものは何か？」を常
に考えながら、小さなチャレンジを
繰り返す。これが地域に根差した企
業の本質かもしれません。

「跡継ぎ」を「アトツギ」と呼び、新

たな目線で「事業承継」をとらえ

なおす本コラム。連載で、アトツ

ギの可能性に迫ります。

vol.06

「地域に根差す」

小野寺 亮太

アトツギラボの
noteはこちら

お  の でら りょうた

「京都フィルハーモニー室内合奏団」から、
直近の公演情報をお知らせします！

指揮：田中祐子 ホルン：福川伸陽 テノール：山本耕平

公演の詳細や
最新情報は
こちらのQRから！

京フィルチケットセンター
TEL：075-950-1451

「南欧のメヌエット」
第274回定期公演B 室内楽シリーズVol.28

古くからヨーロッパで踊りの音楽として伝わってきた「メヌ
エット」。3拍子の優雅な踊りは今も人々に愛されています。

日時：2025年9月4日（木） 開演18:30～
会場：京都文化博物館 別館ホール
入場料（前売・税込）：一般2,000円/
ユース1,000円（25歳以下、要証明書）
※全席自由席　※当日券は500円増

20世紀を代表する３人の作曲家の名曲を、情熱的な演奏でお
届けします。

※全席自由席  ※当日券は各500円増   ※未就学児のご入場はご遠慮ください。

日時：2025年10月19日（日） 開演14:00〜
会場：京都府立府民ホール アルティ
入場料（前売・税込）：S席4,000円／A席3,000円／B席2,000円／
ユース席 1,000円（25歳以下、要証明書）

曲目：レスピーギ / ボッティチエルリの3枚の絵
　　 コルンゴルド / 組曲「空騒ぎ」
　　 ブリテン / セレナード〜テノールとホルンと弦楽器のための

「絵画と文学と音楽」
第275回 定期公演A 

© Carole Bethuel 
https://kisetsufilm.com

©sajihideyasu



ま
ず
は
、劇
団
ケ
ッ
ペ
キ
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

板
垣
：
劇
団
ケ
ッ
ペ
キ
は
、
京
都
大
学
の
公
認

演
劇
サ
ー
ク
ル
で
す
。
1
回
生
か
ら
4
回
生
ま

で
幅
広
く
所
属
し
て
お
り
、
現
在
は
約
1
1
0

人
の
劇
団
員
が
い
ま
す
。
関
西
最
大
級
の
イ
ン

カ
レ
サ
ー
ク
ル
な
の
で
、
京
都
大
学
の
ほ
か
に
も
、

同
志
社
大
学
、
立
命
館
大
学
、
京
都
市
立
芸

術
大
学
な
ど
、
多
様
な
大
学
の
学
生
が
所
属
し

て
い
ま
す
。
1
年
間
で
、
平
均
す
る
と
7
回
ほ

ど
の
頻
度
で
公
演
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
劇
団
ケ
ッ
ペ
キ
に

入
団
し
た
き
っ
か
け
は
？

河
合
：
高
校
時
代
も
演
劇
部
に
所
属
し
て
い
ま

し
た
が
、
高
校
の
時
よ
り
も
規
模
の
大
き
な
劇

団
で
演
劇
を
し
た
い
と
思
い
、
関
西
最
大
規
模

と
い
う
劇
団
の
大
き
さ
に
惹
か
れ
て
入
団
を
決

め
ま
し
た
。

古
家
：
大
学
に
入
学
す
る
ま
で
演
劇
と
の
接
点

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ド
ラ
マ
や
映
画
、

小
説
な
ど
が
好
き
で
、
脚
本
を
書
く
こ
と
に
興

味
が
あ
っ
て
入
団
し
ま
し
た
。
入
団
し
て
か
ら
は
、

役
者
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

経
験
・
未
経
験
問
わ
ず
入
り
や
す
い
雰
囲
気

で
す
ね
。入
団
さ
れ
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
。

板
垣
：
大
学
も
学
部
も
異
な
る
多
様
な
メ
ン
バ
ー

株式会社イシダ

もよりバス停は「熊野神社前」

x〒606-8392 
京都市左京区聖護院山王町44番地

イシダは学生の活動を

応援しています。

が
所
属
し
て
い
る
こ
と
が
、
公
演
の
お
も
し
ろ
さ
、

ク
オ
リ
テ
ィ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
、
互
い
に
リ

ス
ペ
ク
ト
し
合
う
。
そ
の
中
で
、
演
出
や
ス
タ
ッ

フ
ワ
ー
ク
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

河
合
：
公
演
数
が
多
い
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
や
企
画
を
試
す
機
会
が
多
い
こ
と
が
魅

力
で
す
。
こ
ん
な
脚
本
を
上
演
し
た
い
、
こ
ん

な
演
技
・
演
出
を
し
て
み
た
い
。
そ
ん
な
思
い
を
、

実
際
に
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

演
劇
の
お
も
し
ろ
さ
は
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
感
じ
ま
す
か
。

古
家
：
作
品
を
つ
く
る
ま
で
の
過
程
で
す
。
私
は
、

み
ん
な
で
会
議
を
し
た
り
、
舞
台
美
術
を
つ
く
っ

た
り
し
て
い
る
時
間
が
と
て
も
好
き
で
す
。
お

客
さ
ん
に
は
見
え
な
い
部
分
で
す
が
、
そ
の
頑

張
り
が
作
品
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

河
合
：
創
作
の
過
程
で
、
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
他
の
人
の

価
値
観
の
深
い
部
分
ま
で
わ
か
る
瞬
間
が
あ
り

ま
す
。
脚
本
や
演
技
に
つ
い
て
議
論
す
る
な
か
で
、

「
あ
、
こ
の
人
こ
ん
な
こ
と
考
え
て
い
た
ん
だ
！
」

と
い
う
発
見
は
、
と
て
も
貴
重
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

河
合
：
ど
の
作
品
も
自
信
を
持
っ
て
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
、
劇
場
に
足
を
運
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す
！

板
垣
：
新
入
団
員
は
い
つ
で
も
募
集
中
な
の
で
、

演
劇
に
興
味
の
あ
る
学
生
の
方
は
、
お
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！

レポート!レポート!

３年前から始まった「京都学生演劇応援団」。
このたび学生の文化活動全般を応援する
「学生文化応援団」としてバージョンアップ！
初回は、約 20 年の歴史を誇る演劇サークルの紹介です。

板垣 大稀さん
京都大学経済学部3年生

いたがき  だい き

河合 一真さん　
京都大学農学部2年生

かわ い   かず ま

古家 世渚さん　
京都大学法学部2年生

ふる や    せ   な

劇団ケッペキ（京都大学）No.1

昨年夏の公演『フェイクス
ピア』より。照明がつくる
陰影により、演技が一層
引き立つ。

わずか1週間足らずで、劇場
に舞台美術が立ち上がる。

舞台美術の規模の大き
さ、クオリティの高さは劇
団ケッペキの強みだ。

演技の稽古は、約2ヶ月間に
わたり綿密に行われるという。

学生文化応援団の
WEBサイトは
こちらから！

●話をきいた人

企画力＆取材力に定評のあるフリーマガジン『ハンケイ
500m』がライター・編集者育成講座を開講します。その名も
「ハンケイの学校」！　ライターになりたい人、文章がうまくな
りたい人、仕事に役立てたい人……ふるってご参加ください！

第1期生

募集開
始!!

詳しくはこちら
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